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文序

日頃より仙台市の文化財保護行政に多大のご協力を賜り、

殊に感謝にたえません。

南小泉遺跡は、仙台市内の遺跡の中でも、昭和の初めより、

弥生・古墳時代の遺跡として注目を集めてきた遺跡です。

また、仙台市の市街地の南東部の拠点として、都市計画整

備に伴い、宅地化が急速に進んでいる地域でもあるために、

発掘調査のメスが入る機会も多く、当市による調査も回数を

重ね、21回 目の調査報告書となりました。

今回の調査では、古墳時代の竪穴住居跡に伴う多くの遺物

の出上があり、また、平安時代や中世の溝跡など、新たな知

見も加わり、遺跡の性格が複合遺跡としてますます再認識さ

れております。

この報告書が皆様方の歴史研究の一助 として広 く活用さ

れ、文化財に対するご理解と保護に役立ちますことを念じて

おります。

最後になりましたが、調査ならびに報告書の刊行にご指導、

ご協力下さいました皆様に対し、深く感謝申し上げます。

199算弔3月

仙台市教育委員会

教育長 東海林 恒 英



例    言

1。 本書は、武山興産株式会社による共同住宅建設に伴う南小泉遺跡の第21次発掘調査の報告

書である。

2.本報告書の上色は、「新版標準土色帳」 (小山・佐原 :1970)に 基づいている。

3。 本報告書に使用した建設省国土地理院発行の地形図は、図中に示した。

4.本報告書の座標は任意の座標を用いており、調査区南北基準線は、磁北から12° 20′東偏して

いる。図注の「北」は磁北を表す。

5。 本文の執筆・編集は、金森安孝・稲葉俊―が担当した。

6.出上した須恵器については、渡邊泰伸氏のご助言を賜った。記して謝意を表したい。

7.本報告書は、次の通り分担して作成した。

本文執筆…………Ⅲ…………… I・ Ⅳ (稲葉)、 H・ Ⅲ・ V・ Ⅵ (金森)

遺物実測・ トレース・拓影…稲葉、神成浩二、赤井沢千代子、伊藤晋也、尾形陽子、小

図面整理 。図表作成    松愛、小佐野章子、菅家婦美子、佐藤栄子、佐藤裕子、菅

井百合子、津島久子、日比野園子、洞口れい子、増田瑞枝、

武蔵美代子、山田沢子、吉田りつ子、渡辺純子

遺物写真―・……………………稲葉

遺構 トレース……………………小佐野、菅家、増田

8。 本調査で検出された遺構については、次の遺構略号を使用した。

SB:掘立柱建物跡 SD:溝跡 SI:竪穴住居跡 。竪穴遺構 SK:土坑

SX:性格不明遺構 P:ピ ット

使用した遺構略号のうち、SD l、 SK 10は調査中に遺構が消失し、欠番である。

9。 本調査において出上した遺物については、次の略号を付して登録した。

B:弥生土器 C:土師器 (非ロクロ)D:土 師器 (ロ クロ)E:須 恵器 F:丸瓦

G:平瓦 K:石器・石製品 I:陶器 J:磁器 P:土製品

10.遺物観察表中の ( )内の数値は推定値である。

11.土師器の内面調査で、スクリーントーンは黒色処理を表している。

12.本調査に係る各種実測図・写真及び出土遺物は、仙台市教育委員会が一括保存している。
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I.調査経緯と調査要項

1.調査経緯

南小泉遺跡の第21次調査は、1990年10月 21日、仙台市青棄区木町通一丁目8番28号 武山興

産株式会社代表取締役武山忠勝氏より、仙台市教育長宛に当該地での共同住宅建設に関わる「開

発行為事前協議願書」が提出されたことに起囚する。

当該地は南小泉遺跡として周知されている遺跡の範囲内にあったため、当市教育委員会の埋

蔵文化財担当課である文化財課との協議も行なわれ、

(1)当該地の発掘届を提出すること、(2)工事着手前に発掘調査を実施すること、(3)調査は仙台

市教育委員会が実施すること、は)調査に要した費用は開発者側の負担とすること、は)調査の詳

細については追って協議すること、を条件に事前協議が成立した。

発掘届は、1989年10月 12日 に当市教育長宛に提出されており、この時点で、調査を1991年 4

月以降とすることが申請者と当市教育委員会との間ですでに確認されていた。

この間に、当教育委員会は、地下に埋設する給排水管の設置については、極力地下遺構を損

なう面積を減ずるように設計段階で検討することを申し入れ、開発者側の了承が得られた。こ

れにより、発掘調査は、建物部分を主たる調査区とし、北側の受水槽と排水管、擁壁工事部分

で掘削が深く及ぶ部分にはサブトレンチを設定することとした。

調査についての具体的協議は、1991年 4月 中旬から5月上旬にかけて行ない、調査期間を 5

月末から9月 に決定した。調査地は、敷地面積に占める建設部分の面積が大きく、調査によっ

て生ずる排土量が膨大であることが想定されるため、表土については重機による掘削と同時に

現場外へ搬出し、さらに発生する排土置場と調査事務所用地として、北側に隣接する畑地約250

m2を借地することとした。

仙台市と開発者との調査委託契約は、1991年 4月 に締結され、調査期間は報告書の作製を含

め、1991年 5月 から1992年 3月 とした。この契約に基づき、野外調査は1991年 5月 27日 から開

始し、 9月 25日 に終了した。報告書の作製にかかわる整理作業は、1991年 11月 に開始し、1992

年 3月 25日 に終了した。

なお、調査期間中の1991年 6月 26日 には仙台市立遠見塚小学校の 6年生93名、 7月 3日 には

仙台市立若林小学校の 6年生90名が現場を訪れ、実際に発掘調査を体験している。また、近年、

郡山遺跡で発掘調査を体験している仙台市立郡山中学校の郷土クラブの生徒 5名 も夏休み期間

中の 3日 間、現場で調査を体験学習している。

また、8月 10日 には現地説明会を開催し、約140名の市民の参力日を得ている。また、説明会終



了後には95名の参加を得て発掘体験を実施した。

2.調査要項

遺 跡 名  南小泉遺跡 (仙台市遺跡登録番号 C-102)

調 査 名  南小泉遺跡第21次発掘調査

調 査 地 点  仙台市若林区遠見塚―丁目46地内

対 象 面 積  1,884m2

調 査 面 積  1,100m2

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課

担 当職 員  金森安孝・工藤信一郎・稲葉俊一・神成浩志 (遺物整理のみ)

調 査 期 間  1991年 5月 27日～1991年 9月 25日

整 理 期 間  1991年 11月 18日～1992年 3月 25日

調査参加者  足立信一・伊勢みつ。伊藤貞子 。伊藤晋也・伊藤照雄・伊藤はるよ。遠藤智恵・

岡安唯―・小島登喜子・小沼佳代子・サII村秋子 。菊地つね子・熊容久美子・佐々

木直子 。佐藤愛子・佐藤みのり。佐藤よし子・宍戸良子・七宮清・菅井百合子。

関口園生 。鳥畑きみえ・永沢幸枝・服部美智子 。日士ヒ野園子・洞口れい子 。本

田孝・峯岸安好・宮沢晴美。武蔵美代子・山田沢子 。吉田アキヨ・吉田りつ子・

渡辺純子

整理参加者  赤井沢千代子・尾形陽子・小松愛・小佐野章子・菅家婦美子・佐藤栄子・佐藤

裕子・津島久子・増田瑞枝   (調査参加者で重複する者を除く)

調 査 協 力  小沢長五郎



‖。遺跡の環境

1.遺跡の位置と地理的環境

南小泉遺跡が位置する仙台市東部は、幅が約10kmに及ぶ「宮城野海岸平野」が、北は宮城郡

七ケ浜町から南は亘理郡山元町まで40kmにわたって三日月形に広がっている。この沖積平野

→,pi

(国土地理院1/25,000「 仙台東北部Jよ り調整)

弥生・古墳・奈良～近世

法 領 塚 古 墳

養 種 園 遺 跡 田石器・縄文・弥生～近世

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡



は、奥羽山脈に水源を発する七北田川・名取川・阿武隈川の運搬物によって形成され、流域に

は、扇状地 。自然堤防 。後背湿地 。旧河道など沖積地特有の地形を形成している。また、沿岸

部には、幅2kmにわたって 4列の浜堤が形成されている。

「宮城野海岸平野」の形成層は、上部から順に深沼層 (層厚 0～ 5m…砂丘堆積層)・霞ノロ

層 (層厚 1～ 5m…氾濫原堆積層)・福田町層 (層厚0.5～ 10m…湖沼。湿地堆積層)・岩切層 (層

厚10～30m…浅海堆積層)から成っている。沖積地も近年急速に都市化が進んでいるが、段丘地

帯と対照的に水田や畑地が今だ多く残された、近郊農業地帯を形成している。

南小泉遺跡は、下町段丘の東端から1.5kmほ ど東の「宮城野海岸平野」中央西寄りに発達し

た広範な自然堤防上に立地している。沖積平野の内陸部では、霞ノロ層が表層と成っており、

本遺跡はその上部に形成されている。標高は10m前後で、遺跡の立地する自然堤防の北 。東・

南の 3方向きには、後背湿地が広がっている。遺跡は、東西1.5km。 南北0.9kmの 広さで、住

宅地が大部分を占めており、残っている水田や畑地も急速に宅地化されてきている。

2.周辺の遺跡 と歴史的環境

南小泉遺跡の発見の契機は、、昭和14年がら16年にかけての霞ノロ飛行場拡張工事に際し、弥

生時代及び古墳時代の多くの遺構 。遺物が出土して以来、仙台市の弥生時代・古墳時代を代表

する遺跡として知られている。遺跡の本格的調査は、昭和52年の範囲確認調査に始まり、以来

21次を数える発掘調査が実施されている。

これまでの発掘調査地点とその調査概要は、第 2図 と第 1表に示した通りで、遺物は、弥生

時代前期以降、近世までの各時期、各種出上しているが、弥生時代の遺構としては、昭和14年

から16年にかけての霞ノロ飛行場拡張工事の際に、15基以上の合口土器棺の検出と、12次調査

で清 1条が検出されているに過ぎなかった。また、南小泉遺跡周辺の広瀬川北岸の沖積地には、

藤田新田遺跡とこれに隣接する下飯田遺跡、そして、中在家南遺跡、高田遺跡などの遺跡があ

る。藤田新田遺跡は、弥生時代から平安時代にかけての遺物が出上しており、古墳時代前期と

平安時代の集落跡が見つかっている。また、下飯田遺跡からは、古墳時代後期から奈良時代に

かけての集落跡が発見されており、その連続性が認められている。中在家南遺跡は、自然堤防

と旧河道にわたって形成しており、自然堤防上からは中期の上墳墓 4基 と土器棺墓 1が検出さ

れ、旧河道からは弥生時代中期から中世に至る各時期の農具等の木製品が出土している。また、

高田遺跡からは、弥生時代の遺物包含層が確認され、河川跡から多量の弥生時代の土器・石器・

木製品が出上している。

南小泉遺跡は、古墳時代の集落遺跡として、前期末ないし中期初頭に位置付けられ、遺跡内



第 1表 南小泉遺跡次数別調査成果一覧表

調査次数 (調査年 ) 遺構時期 検 出 遺 構 物週出 土 文献

(昭和 14年～16年 )

※遺構のFFBは不
明

弥生時代中期

古 墳 時 代

住居跡 ? 合口土器棺 (15基以上 )。
住居跡。

弥生土器 (桝形囲式 )。 石器 (石斧・ 石ノミ・石庖丁・石鏃・石匙・ 多

頭・ 石斧・石錐 。凹石・錘石・石杵 )。 上師器 (塩釜式・南小泉式 )。

石製模造品。

1

第 1次 (昭和52年 )
平 安 時 代

不    明
溝状遺構。

小溝状遺構。

弥生土器 (桝形囲式 )。 上師器 (南小泉式・表杉ノ入式 )。 須恵器。陶磁

器。瓦。石器 (剣片 )。 石製品。石製模造品。鉄製品。
2

第 2次 (昭和53年 ) 弥生土器。上師器 (南小泉式 )。 須恵器。 3

第 3次 (昭和55年 ) 平 安 時 代 住居跡 (1軒 )。 土師器 (表杉ノ入式 )。 須恵器。 4

第 4次 (昭和56年 )

古墳時代中期

平 安 時 代

中    世

不    明

住居跡 (5軒 )。 上坑。

焼土遺構。溝跡。

住居跡 (10軒 )。 上坑。

掘立柱建物跡 (4棟 )。

溝跡。 ビット

ピット。

構遺状
　
　
。　
。

坑

　

跡

坑

上
　
　
溝

土

弥生土器 (大泉式 ?・ 十三塚式 )。 土師器 (南小泉式・表杉ノ入式 )。 須

恵器。陶磁器 (中・近世 )。 瓦 (古代 )。 上製品 (上玉、羽口等 )。 石器 (石

鏃、スクレイパー等 )。 石製品 (管玉、小玉、紡錘車、砥石、硯等 )。

石製模造品。鉄製品 (鎌、刀子、鏃、釘等 )。 銅製品 (中国銭 )。
5

第 5次 (昭和56年 ) 明不 竪穴状遺構。上坑。溝跡。 土師器 (南小泉式・ 栗圏式・表杉ノ入式 )。 6

第 6次 (昭和56

～57年 )

平安時代以前

平 安 時 代

近 世 以 降

不    明

溝跡。

住居跡 (2軒 )。 掘立柱建物跡 (4棟 )。
土坑。

井戸跡と

掘立柱建物跡。土坑。井戸跡。溝跡。

弥生土器 (大泉式 )。 上師器 (南小泉式・栗囲式・ 国分寺下層式・表杉

ノ入式―塁書上器合―)。 赤焼土器。須恵器。土師質土器。陶磁器 (中

世。近世 )。 瓦 (古代 )。 上製品 (土玉等 )。 石製品 (石庖丁、石帯、砥石

等 )。 風字硯。鉄製品 (鋤先、鏃、刀子、鉄津等 )。 銅製品 (古銭等 )。

動植物遺体。

7

第 7次 (昭和57年 )

平安時代以前

平 安 時 代

平安時代以降

近    世
不    明

土坑。小溝状遇構。溝跡。

住居跡 (2軒 )。 土坑。性格不明遇備。
ピット。

溝跡。

井戸跡。

土坑。溝跡。ビット。

弥生土器 (桝形側 )。 上姉器 (南 イヽ泉～引田式・表杉 ノ入式 )。 須恵器。

陶器 (近世 )。 瓦 (古代・近世 )。 上製品 (羽 口 )。 石器 (石鏃等 )。 石製品

(紡錘草、石臼等 )。 鉄製品 (鍬先、釘 ?、 鉄滓等 )。 動植物遺体。
8

第 8次 (昭和57年 ) 土抗。 弥生土器。上師器 (南小泉式 ) 9

第 9次 (昭和57年 )

平 安 時 代

中    世
桃山～江戸初頭

不    明

住居居跡 (2軒)。

溝跡。

掘立柱建物跡 (2棟 )。 井戸跡。

土坑。井戸跡。溝跡。

土師器 (表杉ノ入式 )。 須恵器。上師質土器。陶器 (中世 。近世初頭 )。

瓦 (古代 )。 石製品 (砥石、石鉢 )。 金属製品 (中国銭 )。 漆器。

第10次 (昭和57年 )
古墳時代中期

不    明
住居跡 (5軒 )。

掘立柱建物跡 ?。 上抗。溝跡。ピット

弥生土器 (桝形園式・十三塚式)。 上師器 (南小泉式)。 須恵器。石器 (石

鏃等)。 石製品 (紡錘草、砥石等)。 石製模造品。

第11次 (昭和58年)

古墳時代後期

古墳時代末期

平 安 時 代

中    世

桃山ヽ江戸初頭

住居跡 (4軒 )。 土坑。溝跡。
住居跡 (1軒 )。

住居跡 (3軒 )。掘立柱懲物跡 (2棟 )。土坑。

掘立主柱建物跡 (3軒)。 土坑。溝跡。

墓坑。

上倉跡。土坑。溝跡。

弥生土器 (大泉式)。 土師器 (住社式・住社式併行・口分寺下層式・表

杉ノ入式―墨書土器含―)。 須恵器。上師質土器。陶磁器 (中世・近世 )。

瓦。土製品 (上錘 )。 石器 (石鏃、石錐、石箆、スクレイパー、石核等)。

石製品 (勾玉、石庖丁、砥石等)。 石製模造品。板碑。鉄製品 (刀子、

釘、鉄滓等)。 銅製品 (箱、煙管、中国銭)。 骨 (カロ正痕)。 炭化米。動

植物遺体。

第12次 (昭和59年 )

弥生時代中期

弥生時代後期

古墳時代中期

奈 良 時 代

不    明

溝跡。

上坑。

住居跡 (1軒 )。 土坑。溝跡。ビッ ト

土坑。 ピット。

溝跡。 ピット。

弥生土器 (桝形囲式。十三塚式。天王山式併行 )。 上師器 (南小泉式・

国分寺下層式 )。 須恵器。陶磁器 (中世・近世 )。 瓦 (近せ )。 上製品 (羽

口)。 石器 (石鏃、石錐、不定形石器、石核、剣片等 )。 石製品 (石庖丁 ?、

砥石等 )。 鉄製品 (鏃、刀子、鉄滓等 )。

第13次 (昭和59年 )
古墳時代中期

不    明
住居跡 (1軒、建て替えあり)。

濤跡

土師器 (南小泉式)。 須恵器。陶磁器。石器 (劉片)。 石製模造品、鉄製

品 (鏃 )。 植物遺体。
14

第14次 (昭和61年 )

古墳時代中期

平 安 時 代

世

世

中

近

住居跡 (4軒 )。 溝跡 (4条 )。 土坑(3

基)。 河川跡 (1条 )。

住居跡 (3軒 )。 溝跡 (1条 )。 上坑(3

基)。掘立柱建物跡 (1棟 )。畝状遺構 (3

ケ所)。

溝 (3条 )。

掘立柱建物跡 (4棟 )。 井戸跡 (2基 )。

土坑 (1基 )。

土師器 (南小泉式 )。 須恵器。上製品 (土錘 )。 石器 (磨石・敲石 )。 石製

品 (紡錘車・石製模造品。砥石 )。 鉄製品 (刀子・釘 )。 古銭。瓦 (古瓦・

燻瓦・金箔瓦 )。 陶器 (美濃灰釉碗・ 美濃灰釉丸皿・唐津鉄釉 fRE鉢 )。

第15次 (昭和63年 )

古墳時代中期

不    明

住居跡 (3軒 )。 土坑 (1基 )。 性格不明

違構 (1基 )。

溝跡 (3条 )。

土師器 (南小泉式)。 須恵器。石製品 (紡錘車・石製模造品)。 瓦。鉄滓。

石器 (剣片)。

第16次 (昭和63年 )

古墳時代中期

中    世

近

不

世

明

住居跡 (9軒 )。 竪穴遺構 (1基 )。 上坑

(5基 )。 溝 (2条 )。
〈城館 と座敷〉溝 (11条 )。 掘立柱建物跡

(5棟以上 )。 土抗 (4基 )。 土塁 (1本 )。

橋脚跡 (1基 )。 集石 (1墓 )。

掘立柱建物跡 (1棟 )。 溝跡 (1条 )。

土坑 (2基 )。

弥生土器 (青木畑式、桝形囲式 。十三塚式・天王山式 )。 土師器 (南小

泉式・ 引田式・表杉ノ入式 )。 須恵器 (古墳～平安 )。 土製品 (羽 口)。

石器 (ス クレイパー、石鏃 )。 石製品 (砥石・石製模造品・硯・紡錐草 )。

鉄製品 (刀子・鉄鍋・釘 )。 銅製品 (金具・煙管 )。 中国銭。瓦 (古代・

近世 )。 陶磁器 (山茶碗・瓦器碗・上師質土器他 )。 鉄滓 (5c代 )。 漆器

椀。馬歯。骨片。炭化米。

17



調査次数 (調査年 ) 遺構時期 検 出 遺 構 V/1出 土 遺 文献

第17次 (昭和63年)

古墳時代中期

古捕時代後期

中    世

世

　

明

近
　
　
不

住居跡 (15軒 )。 土坑 (2基 )。

住居跡 (3軒 )。 溝跡 (2条 )。
掘立柱建物跡 (10棟 )。 上坑 (13基 )。 溝

跡 (7条 )。 井戸跡 (1基 )。 柱穴列 (1
列 )。 橋 ?(1基 )。
掘立柱建物跡 (4棟 )。 上坑 (1墓 )。 溝跡
(中世か ら継続 )。

上坑 (7基―古墳時代中期以前 )。 溝跡
(1条 )。

縄文土器 (大木 10式～南墳式 )。 弥生土器 (青木畑式・桝形閣式 。十三

塚式 )。 土師器 (南小泉式～住社式・表杉ノ入式 )。 須恵器 (5c～平安 )。

土製品 (増鍋・羽口・土玉 )。 石器 (ス クレイパー・石鏃・石錐・敲石。

石製品 (石製模造品・ 管玉・勾玉・砥石・茶臼 )。 鉄製品 (釘・刀子 )。

銅製品 (金具・捩文鏡 ?)。 鉛製鉄砲玉。中国銭。瓦 (古代・近世 )。 陶

磁器 (瓦質土器・上師質土器 )。 馬歯。鉄滓 (中世～近世 )。

17

第 18次 (昭和63年 )

弥生時代中期以前 埋没河川跡 (1条 )。
埋没河川跡 (4条 )。

住居跡 (2軒 )。 竪穴遺構 (1基 )。 上坑

(9基 )。 溝跡 (3条 )。 畝状遺構 (2ケ

所 )。 性格不明遺構 (2基 )。

住居跡 (1軒 )。 上坑 (1基 )。 溝跡 (4

条 )。 畝状遺構 (4ケ所 )。

掘立柱建物跡 (6棟)。 土坑 (2基 )。 溝
跡 (6条 )。 柱穴列 (1列 )。

塚 (1基―径 5m)。

倒唇跡 (1基―古墳時代 ?)。上坑 (2∋。

弥生土器 (桝形囲式以前・十三塚式・天上山式 )。 上師器 (南小泉式～住

社式。国分寺下層式～表杉ノ入式)。 須恵器 (5c～平安 )。 石器 (ス クレ

イパー)。 石製品 (石製模造品・琥珀製切子玉 )。 瓦 (古代・近世)。 陶

磁器 (土師質土器他)。

古墳時代後期

奈良～平舞町代

中    世

近    世
不    明

第19次 (平成元年 )

縄文時代晩期

古墳時代中期

中    世

近

不

世

切

包含層。

性格不明遺構 (2基 )。
溝跡 (1条 )。 掘立柱建物跡 (3棟)。 Pit

多数。

井戸跡 (1基 )。
上坑 (4基 )。 溝跡 (1条 )。 性格不明遺

構 (3基)。

縄文士器 (大洞 A′ )。 土印器 (南小泉式・ 表杉 ノ入式 )。 須恵器。石器

(剣片石器 )。 石製品 (石製模造品 )。 鉄製品 (鏃・釘 )。 平瓦。陶磁器 (上

師質土器 )。

第20次 (平成 2年 )

古墳時代前期

平 安 時 代

不    明

住居跡 (1軒 )。

住居跡 (3軒 )。 掘立柱建物跡 (1棟 )。
掘立柱建物跡 (1棟 )。 溝跡 (7条 )。 土坑
(6基 )。 性格不明遺構 (1基 )。

土師器 (塩釜式・表杉ノ入式 )。 須恵器。石器 (有角石斧 。石斧片・石

匙 )。 鉄製品 (斧刃状・棒状 )。 土製品 (紡錘車 )。 陶器。

第21次 (平成 3年 )

古墳時代中期

平 安 時 代

中    世

近

不

世

明

住居跡 (7軒 )。 上坑 (3基)。
溝跡 (15条 )。 上坑 (4基 )。 性格不明
遺構 (1基 )。 掘立柱建物跡 (1棟 )。

柱穴列 (1列 )。 竪穴遺構 (3基 )。 溝

跡 (1条 )。 上壌 (3基 )。 溝跡 (1条 )。
溝跡 (5条 )。 上坑 (5基 )。

弥生上器 (桝形囲式)。 石器 (石鏃・剣方石器 )。 土師器 (塩釜式・南

ガヽ泉式・住社式・表杉入式)。

須恵器 (5c～平安)。 石製品 (石製模造品・管玉・小玉 )、 鉄製品 (釘 )。
中国銭。瓦 (古代)。 陶磁器。
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には、全長110mを誇る遠見塚古墳、埴輪を有する若林城内古墳、後期の法領塚古墳、猫塚古墳

等の古墳がある。しかし、 7世紀後半頃から、広瀬川対岸の郡山低地に官衛遺跡とその付属寺

院からなる郡山遺跡が造営され、この地も律令政府の直接的支配を受けるようになる。この時

期の市内の集落の中心地域は郡山低地に移り、南小泉遺跡での住居跡の減少に対し、郡山低地

での多数の住居跡が検出されている。 8世紀初頭、郡山遺跡が廃されるのと前後して多賀城が

造営されると、南小泉遺跡の北側に近接して陸奥国分寺・同尼寺が建立される。同地区周辺は、

陸奥国の中心となり、奈良時代末から平安時代になると南小泉遺跡にも住居跡が再び増加する。

また、この時期の遺跡としては、本遺跡に隣接する神概遺跡があり、硯 。鉄滓 。多量の須恵器

等が出上しており、郡・郷等に関連した施設と考えられる掘立柱建物跡が検出されている。な

お、南小泉遺跡の東側には、条里型土地割が認められており、「ニノ坪」。「三ノ坪」。「尼坪」な

どの地名も残っている。中世の遺跡としては今泉城跡・沖野城跡があり、南小泉遺跡内からも

この頃の掘立柱建物跡や堀跡が検出されている。さらに江戸時代初頭に若林城が築城されると

南小泉遺跡の西半部は、同城の城下町としての性格を周辺地域とともに有するようになる。

以上のように、南小泉遺跡は弥生時代以来、広瀬川北岸の中心的遺跡として周辺遺跡と相互

に関連し、営まれた遺囲である。

N

第 3図 建設予定地と調査区配置図



III。 調査方法と基本層位

1.調査方法

今回の調査地点は、南小泉遺跡のほぼ中央部、遠見塚古墳の西南西200mに位置する地点であ

る。調査地点の現況は、西側が東側に比して0.5mほ ど小高い段差を有する標高11～12m前後の

畑地であり、対象面積は1,884m2で ぁる。この内、共同住宅建設によって掘削を受ける850m2と 、

給排水管・フェンスエ事等によって地下に影響を受ける部分100m2に 調査区を設定した。

表土の排除はバックホーによって行い、遺構の検出作業を行いながら一部調査区を拡張し、

最終的には約1,100m2を 調査した。排土は、ダンプカーによって調査区外に搬出した。

測量の基準は、調査区の南東隅の任意の点を原点 (A, 0)と し、調査区を横断する線と、

これに直交する線を略南北。東西基準線とした。南北基準線は、磁北から12° 20/東に偏している。

測量に当たっては、基準線に沿った原点からの距離を北に3m毎 にA、 B、 C、 ………、西に
1、 2、 3、 ………で表わし、遺構実測図の遣り方に用いた他、基準線で 3m方形に区画され
るグリッドを遺構外出土遺物の取り上げの単位とした。

2.基本層位

南小泉遺跡の立地する地域は、これまでの調査では一般的にはシルト質の上壌が主体をなし

ている。本調査区の堆積状況でもシル ト質土壌が調査区全域に分布するが、調査区西側から中

央部 (D～ E。 12～20区)にかけては、一部砂礫層が遺構検出面 (H層上面)に表出している。

調査区の東側は、基準線 8ラ イン付近を境として西側と段差があり、40～60cmほ ど西側より低

くなっている。調査地点における基本層位は次の 2層に大別された。

第 I層 畑の耕作土からなる表土である。近年まで耕作を受けていた黒褐色粘土質シル トの
Ia層 と、近世の耕作土とみられる灰責褐色粘土質シルトの Ib層からなる。 Ia層は調査区

全体にほぼ10～30cmの層厚で分布するが、 Ib層は調査区の東側 (8ラ インの東側)で厚く堆

積し、 5～40cmほ どの層厚である。

第Ⅱ層 10YR5/6黄褐色砂質シル トの遺構検出面である。調査区の西半部ほど砂質が強くな

り、砂礫層中に土師器が集中して出土した範囲は埋没河川跡であった可能性が高い。

S12住居跡



Ⅳ.普及活動

仙台市教育委員会では、遺跡の発掘調査と同時に、市民の共有財産である埋蔵文化財を有効

に活用して、文化財に対する理解を深める為に、社会教育並びに学校教育の場を通して、普及・

啓発活動に努めてきた。

今回の調査は、南小泉遺跡において21次を数える調査であるが、今後とも本遺跡内おいて開

発行為に伴う発掘調査が予想されており、地域住民・一般市民の文化財への理解と協力が求め

られている。そこで、今回は学校教育との連携という観点も踏まえ、本遺跡内に隣接する遠見

塚小学校 。若林小学校の 6年生を対象とした発掘体験学習と、仙台市教育委員会としては初め

ての試みである、一般市民対象の発掘体験を現地説明会の後に行った。

1。 現地説明会並びに発掘体験 (一般市民対象 )

今回の現地説明会は、一般市民対象の発掘体験企画が新聞等で大きく取 り上げられたことも

あり、約140名の参加者があった。特に、当日は発掘体験の問い合わせの電話が朝から殺到し、

親子連れで多数参加したことが特徴的であった。

現地説明会は、初めに担当調査員から調査経過の概略・遺構・遺物等の説明を行い、それと

同時に調査事務所内において、土器洗い 。ネーミング・接合等の作業を見学し、発掘調査後の

遺物整理作業についても理解してもらえるように努めた。約 1時間にわたる現地説明会終了後、

引き続き発掘体験を行った。

発掘体験は、調査区の東側の SD 7溝跡で実施した。参加人数は、当初20名程度を予定してい

たが、新聞等での報道もあり、最終的には100名近い人数に上った。実施方法は、道具・場所の

制約から屋外の班と調査事務所内班の 2班に分け、 2つの班をローテーションしながら行なっ

た。屋外では、更に、遺構検出 (草けずりを使う)と遺構の掘り下げ (移植べらを使う)の 2

班に分けて行い、土器等の遺物を取り上げるだけでなく、野外調査の一連の作業を体験、理解

してもらうように努めた。また、その際に郡山中学校の郷土クラブの生徒にも参加してもらい、

道具の使い方等の説明に協力してもらった。なお、郡山中学校の郷土クラブの生徒は、夏休み

中に本調査区において、発掘体験および本遺跡についての学習をしている。調査事務所内では、

遠見塚古墳と南小泉遺跡のこれまでの調査結果や土器・竪穴住居など考古学に関する一般的知

識、および整理作業についてもわかりやすく調査員が説明した。時間は、各々約20分程度の短

い時間であったが、ほとんどの参加者が初めての発掘調査であり、初めて土器に触れたことに

大変感動していたようであった。



今回の試みは、一般市民の方々に発掘調査の仕事を実際に体験してもらい、埋蔵文化財への

理解と関心を深めてもらうことをねらいとした。今回、そのねらいは多くの市民に参加しても

らったことで、少なからず達成できたのではないかと考える。しかし、発掘体験の実施に当た

っては、以下のような反省点があった。

① 参加人数の問題 (参加者が20名 を超えると2～ 3名の調査員では、指導・管理が十分に

行えない。)

② 作業時間の問題 (諸注意などを行なうと、20分程度の短い時間では、十分な作業が行え
ない。)

③ 安全面での考慮 (事故が起きた場合の保険や家族への連絡方法等についての準備が不十

分であった。)

今後は、以上の反省を踏まえ、市民対象の発掘体験という企画を現地説明会で検討していき

たい。

2.然験学習 (学校教育関係対象 )

今回は、一般市民を対象とした活動のほかに、学校教育との連携を重視した活動として、社

会科教育・郷土学習の一環としての埋蔵文化財の活用を働きかけた。その結果、 6月 26日 に遠

見塚小学校・ 7月 3日 に若林小学校両校の 6年生を対象に仰験学習を実施した。なお、体験学

習を行う前には、学習効果が上がるように事前指導 (若林小学校)を行い、その後、調査結果

を踏まえ事後指導 (遠見塚小学校)を行った。

事前指導では、調査員が仙台市内から出土した各時期の遺物や各遺跡のスライド、発掘調査

器材を持ち込み、約 2時間にわたり仙台市内の遺跡の概要や発掘方法、道具の使い方、調査に

当たっての諸注意などの話をした。

体験学習当日は、調査区西側から中央部にかけての SD 2溝跡で実施した。両校 とも約100名

近い児童が対象であるため、調査事務所と屋外の 2つのグループ (各々約50名程度)に分け、

2つのグループをローテーションしながら行なった。調査事務所内では、南小泉遺跡から出土

した上器に直接触れてもらいながら、これまでの調査結果について説明をした。また、本遺跡

のある若林区内の町名の由来なども説明し、古代の歴史に限らず、地域の歴史学習として児童

に分かりやすいように努めた。屋外では、再度、道具の使い方や諸注意を話した後、さつそく

作業に移った。当初は、掘る人と上を集める人に分かれて、各々交替する予定であつたが、場

所に余裕があったことや道具も十分足 りたことから、児童一人で全て行うことにした。その結

果、20分という短い時間であったが、体験学習に参加したほとんどの児童は初めての経験にも



かかわらず、集中して作業を行ない、数多くの遺物を見つけることができた。また、単に遺物

を見つけることに一喜一憂するだけでなく、遺物を取り上げる際には細心の注意を払いながら

慎重に作業を行うことも学習した。

事後指導では、竪穴住居と体験学習を行った SD 2溝跡から出上した遺物を実際に提示し、ス

ライドを使いながら調査結果について説明した。その後、平成 3年度の仙台市内の遺跡紹介ビ

デオを使い、他の遺跡の調査結果についての話をした。

また、今回の活動では体験学習のほかに、三条中学校から土器の貸し出しの申し入れがあり、

同校のと、 2年生を対象に本遺跡から出土した土器を使った社会科の授業が行われた。その結

果、授業を担当した教師からは、「実物を使つた授業は、生徒に興味関心を持たせるのに有効で

あった」という評価と、「今後も授業で使いたい」という要望があった。

今回の体験学習を振り返ると、「また、機会があれば発掘したい」。「もっと昔のことを勉強し

たい」という感想を持った児童が多かつた。このことから多くの児童が、体験学習を通して、

文化財への興味 。関心を少なからず持ってくれたのではないかと考える。しかし、準備段階で

の時間不足や作業時間の制約など、今後検討していかなければならない問題点もあった。今後

はこれらの問題点を改め、多くの方々の理解と協力のもとに、更に学校教育と連携を図り、多

くの児童・生徒が文化財への興味・関心を高め、郷上の歴史を身近に感じられる活動を広く定

着させていきたい。

3。 まとめ

以上のように今回の調査では、一般市民ならび学校教育を対象に積極的な普及活動を行った。

特に今回は、発掘調査を実際に体験してもらうことを重点に取り組み、その結果、多くの方々

に文化財への興味。関心を持っていただいたと考える。このことは、「体験」することの有効性

ならび重要性を我々に感じさせてくれた。今後は、更に問題点を改め、多くの方々に文化財を

理解していただける体験的な活動の充実を図っていきたい。
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遠見塚古墳等の見学
発掘調査・遺跡の概略

同     上
調査成果の発表
調査成果の発表
発掘調査
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遺跡の説明等
社会科授業 (9/2ま で)
調査成果説明等
錦 春 耐 早 部 HH
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V.発見遺構と出土遺物

第21次調査では、掘立柱建物跡 1棟・柱穴列 1列・溝跡22条 。竪穴住居跡 7軒・竪穴遺構 3

基・土坑16基 。その他の遺構 1基・ ピットを検出した。

出上した遺物には、弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器、瓦、土製品、古銭、金属製品、石

製品、石器、自然遺物がある。

掘立柱建物跡は、調査区の北東部で一部を検出した。出土遺物はないが、龍泉窯系の青磁片

(Jl・ 3)を 出土するS11竪穴遺構に切られている。

S14か らも、龍泉窯系の青磁片 (J ll)を出上しており、これらは13世紀の遺構であろう。

柱穴列は、調査区南西部で河原石を詰め込んだ柱穴 3基の柱列を検出したが、柱間が不定で

間隔も広く、建物となるか、塀などの遮蔽施設となるかは不明である。西 1柱穴から出土した

高台付鉢 (111)は、器壁が厚く、高台の断面も長方形を呈し、常滑産で第Ⅱ段階後半、13世紀

前半の特徴を有している。同時に出上した甕 (112)は、体部にタタキロを有し、自石窯系の製

品で13～14世紀とみられる。在地産とみられる甕 (卜13・ 14)も 出上している。

検出した溝跡を規模でみると、SD 2・ 6・ 7・ 23が深さ、長さともに大きく、SD 9。 10・ 12・

13がそれに続き、その他の溝跡は幅も狭 く、浅く、長さも短いものである。

SD-7清跡は、調査区を南北に流れ、東西に段差を付けて区画する。断面形が V字形で、今回

の調査で検出した中で最大規模の溝である。12～13世紀の常滑産の甕 (19)と 、溝の肩部出土

の13～14世紀の白石窯系の甕 (110)が一緒に出上しており、口径の広い灰釉陶器長頚瓶 (117)

も出上している。

溝跡の変遷は、遺構の重複からは、SD 6が最も古く、内黒処理を施したロクロ土師器不 (D

-2)を出上している。この溝跡を切るSD 2か らは、多くの遺物を出上しているが、ロクロ土師

器の高台付不を出上しているのが特徴である。SD 6も SD 2も 、東流した後に南流しており、

平安期の区画溝とみられる。SD 6は、東側で清が途切れており、区画内への進入回の可能性が

ある。SD 2の屈曲部付近からは馬歯を出上しており。区画内を「屋敷地」とみると「鬼門」の

方角に当たり、宗教的な遺棄かもしれない。SD 2以南の区画内では、明瞭な基本層 (II層 )を

検出せず、整地や盛り上された可能性が強 く、土師器などの出土も多い。

調査区東部、S11竪穴遺構の底面で検出した溝跡 SD 9。 10・ 12・ 13・ 23は、いずれも南北

方向で、堆積± 1層に灰白色火山灰が混入しており、ロクロ土師器を出土する。SD 23は 、南

西角で東に直角に屈曲し、区画溝であろう。SD 9。 12と 、SX l性格不明遺構の下流で合流す

る。SX lは、堆積状況からSD 9。 12・ 23が埋没以降も湿地として残っていたものとみられる。





これらの溝に切られる SD 14・ 15。 16・ 17は、幾分北偏する東西方向のやや深い小清状遺構

である。また、この小溝群よりも古い SD 18・ 19。 20・ 21は、東西方向の浅い小溝状遺構であ

る。出土遺物はないが、古代の遺構であろう。

S110竪穴遺構は、これらの小溝群に切られる古墳時代の遺構である。出土遺物に須恵器があ

る。

7軒の竪穴住居跡は、いずれも古墳時代中期南小泉式期から引田・住社式期にかけての住居

で、調査区西側にまとまって検出したが、重複関係の認められたのは2軒だけである。S15が

S16よ りも新しい。

S12には炉の痕跡があり、S15に は新旧 2本の煙道が残る。いずれも東壁中央に設けられて

いる。S13・ 9は、西壁に焼上の集中する部分があつて、炉の存在した可能性もある。

S12・ 3か らは大量の上師器を出上している。いずれも完形となる遺物は少なく、住居廃絶の

時期に投棄したものとみられる。S12か らは、石製模造品の出上が多く、邪の出上がない。SI

3か らは高不の出上が多いのが特徴である。

S17か らは、赤彩された土師器野を出上している。

土坑では、SK l・ 4・ 8・ 9・ 15か ら土師器を出上しており、古墳時代の遺構である。SK 16

からはロクロ土師器を出上している。SK-5か らは、磁器片 (J5)を出土し、江戸時代の遺構

である。SK 3は 、 Ib層下部からの掘り込みで、江戸時代以後の遺構である。

1.表土層の出土遺物

現代の耕作土であるIa層、および近世の耕作上であるIb層から、次の各種の遺物が出土

している。

弥生土器は、甕 (B-24・ 30・ 59。 72・ 81・ 86・ 94)、 壺 (B17・ 18・ 22・ 29・ 31・ 71・ 73・

75)、 鉢 (B32・ 61・ 77・ 78・ 87・ 92)、 蓋 (B19・ 46)の 23点が出上し、特にSK 9土坑周辺

から多く出土している。

上師器は、非ロクロの不 (C7・ 27・ 107～ 109。 110)、 高不 (C-78・ 85。 93・ 103・ 104・ 106・

111～ 113)、 甕 (C76・ 77・ 83・ 90・ 102)、 甑 (C105)、 ロクロ使用の邪 (D8・ 13・ 20)の計

24点が出土している。特に、調査区西側 SD 2溝跡とSD 6溝跡にはさまれた地区と、調査区中

央 SD 2溝跡南側、H層上面で多く出上している。

その他、須恵器は甦 (E10)と 甕 (E8)があり、平瓦 (G7・ 9。 10)、 陶器 (11・ 3・ 5。

6・ 15)、 磁器 (J4。 12)、 石製模造品 (K30・ 34～36・ 38・ 49)、 石鏃 (K31)力 出ゞ土してい

る。
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第 6図 調査区遺構配置図(2)
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♀_             CIn

種 別 器形 地 区
外 面 調 整 内 面 調 整 法量 (cm)

残存 登劇 α

回 縁 部 体   部 底  部 口 縁 部 体  部 底  部 口 径 器 高 底 径

土師器 IIN Fi3・ 14区 ロクロナデ 回転糸切り

土師器 イ SD-2上 面 回転糸切 り
ロクロナア→ベラミガキ

(78)
黒色処理

上師器 イ D22区 ヨヨナデ ナデ (磨滅 してお り不明 ) (120) 1/2 C l10

土師器 郭 B■5'16区 ミガキ ヘラケズリ 1/4 C-107

土師器 イ D21区 ケズリ ヨヨナデ 里撃戴 C-7

土師器 B― 10・ 20区
ケズリ ケズリ

ヨヨナデ→ミガキ 1/2 C108
黒色処理 累色処理 黒色処理

土師器 イ B-19・ 20区 ヨコナデ→ミガキ ヘラケズリ (174 63～ C-109

土師器 高イ C ll区 ]ヨナデうヘラナデ (174) 外部 C104

土師器 高イ C-11区 ミガキ ミガキ ヘラナデ→ミガキ イ部 C-103

土師謡 高郭 D22区 主笑芽熙 ヘラケズリ デ‐ミオキ ラナデ→ミガキ C-78

土師器 高イ B-15区 タナデ 不 部 C l13

土師器 高イ D22区 ナデ→指ナラ イ部

第 7図 表土層出土遺物実測図(1)



0                         10Cln

種 別 器形 地   区
外 面 調 整 内 面 調 整 法量  (cm)

残存 登録Ne 写真団販口 縁 部 体  部 底  部 口 縁 部 体  部 底  部 口 径 器 高 底 径
土師器 高4 D21区 ヨヨナデ、ミガキ 蹴 によ,不明 晴部ユ′ C-93
土師器 高イ SD 2以 商 ヨコナデ ヘラナデ ヘラナデ (92) 卿 C-85
土師器 高イ ・D-7・ 8・ 13匠 (磨 減 に よ り 不 明 ) (磨 滅 に よ り不 明) 脚部 C l12
土師器 高イ Ⅳ区 D21区 ヘ ラ ナ ア、し ば り 目 IH部 C-106 69-21
土師器 SD 2以 商 ヨコナデ ヨヨナデ (122) C-33
■師器 霊 D22区 ハケメ→指ナテ ヨコナデ デ→ハケゥ (168) 20 3- C-90
上師器 B18・ 19擾登 C-77

第 8図 表土層出土遺物実測図(2)



性――一―十~‐十―~―す当
OCln

種  別 器形 地 区
外 面 調 整 内 面 調 整 法量  (cm)

残存 登録NQ 写真団板

口 縁 部 体  部 底  部 口 縁 部 体  部 底  部 口 径 器 高 底 径

土師器 甕 SK-4上 面 ヨヨナデ ヘラナブ C102

土師器 変 C-15区 ヘラナデ (51) C-76

土師器 甑 CH区 八ケメ・ ヘラタズリ ナデ→ヘラナデ (242) 24 0ハヤ

第 9図 表土層出土遺物実測図(3)
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種 別 器 形 地  区
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cln)

残  存 登録No 諸真図舟
口縁部 体 部 底  部 口縁部 体 部 底  部 径 1器 高 底 径

須恵器 クロナデ

須恵器 露 4・ 6区 」ヽ破片 E-8

種労」 器 形 地   区 口径 器高 色   調 特  徴 備 考

3 陶器 蓋 C,D16区
4 陶器 鉢 E-8・ 9区 ホロ弄§? 1

5 〕暑罫 向付 E-8。 9区 10Y4/2オ リーブ灰負 唐津系 ? 73-3
6 〔日茶窃 E-8。 9区 5YR2/1黒4 3 73-2
7 D ll・ 12区 2 5GY8/1灰白色 写畳食す手基とな笙

‐
磨 相馬系

8 磁器 C・ D-5。 6区 10Y6/2オ リーブ灰色
磁器 皿

「
-13・ 14区 7 5YV2 Fオ リーブ角 高台内無釉 4

帥 種  別 器   形 地  区 調  整
法 量 (cm)

石 材 残 存 登録No 写真図版
さ 孔  径

石製模造品 有孔円板 E-6区 擦痕 7× 23 完形 K-35 75-5
11 石 有孔円板 A6区 擦痕 30× 25 〕 27-0 2: 完形 K-38 75-11
12 石 有 「-16・ 17区 擦 痕 32× (21) 02-03 K30 75-12
13 石製槙造品 4 36× 14 05 K-49 76-8
14 石製模造品 「-16。 17 (20)× 15 (02) K-36
15 石製 緯治 品 臼玉 13-8区 高 さ0 ) 15-70 2 K-34 76-6

第10図 表土層出土遺物実測図(41
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第11図 表土層出土遺物実測図(51

遺物血 種  別 地  区 凸  調  整 凹  調  整
法量  (cm)

残 存 登知 瞼 写真図版
口径 器高 嵐径

1 平 瓦 卜IW3餌 縄  叩  き  目 布 目 G-5 74-7
2 平 瓦 表  採 縄叩き 布 目 74-12

平 五 綴 き   目 布 日 G-10



2.掘立桂建物跡

SB-1掘立柱建物跡

調査区の北東拡張部で Ib層 を除去し、東西 3間・南北 1間分が検出されたが、建物の規模

については調査区外に延びるものと考えられ、全体は不明である。東西総長は620cm(柱間寸法

168～ 256cm、 平均206cm)、 南北柱間寸法176cmを 計る。南 1。東 2柱穴と南 1・東 3柱列との

間隔が他の柱間より広く、1.3～ 1.5倍ほどである。南柱列の方向は W2° Nである。柱穴は直

径20～26cmの 円形で、確認面からの深さは46～61cm、 掘り方埋土は黒褐色粘土質シル トであ

る。出土遺物はない。S卜 1竪穴遺構を切っている。

東 1柱穴
(東柱列南 1柱穴)

塩00m

中世陶器I■鉢

F1190m

SA-1お主穴列

名
建 「

名 辞上190m ¬

マ

西 2柱穴 西 3柱穴

E
トー1190m

(SA l柱穴列平 。断面図の
縮尺はスケールの 2倍大)

F■ 80m

西 1柱穴

第12図 SB-1掘立柱建物跡・ SA-1桂穴列実測図
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柱穴位置

註  記
Sl・ El Sl・ E2 Sl・ E3 Sl・ E4 S2・ El

形   状 円 形 円 形 円 形 円 形 円 形

上端の直径 20cm 24cm 26cm 24cm 20cm

深    さ 58cm 51cm 53cm 61cm 46cm

埋   土 2.5Y3/2 黒褐色粘土質シルト

第3表  SB I掘立柱建物跡柱穴観察表

3.柱穴列

SA-1柱穴列

調査区の南西部で、東西 2間の柱穴列を検出した。全体の規模は不明であるが、検出した柱

穴列の総長は■.2m(柱間寸法460～ 660cm)で柱穴列の方向はW2°―Nである。柱穴は不整の

円形ないし精円形を呈し、長軸長60～ 114cm、 短軸長50～ 98cm、深さ14～42cmの規模で、5～ 10

cm大の円礫を詰めている。掘り方埋土はにぶい黄褐色ないし暗褐色の砂質シル トで、西 1柱穴

からは、13世紀前半の常滑産の高台付鉢 (111)、 13～14世紀頃の白石窯系の甕 (112)、 上面か

らは古代の平瓦 (G5)、 須恵器を出土している。

柱穴位置

註  記
ヽヽ「1 |ヽた2 W 「ヽ3

形   状 不整円形 不整円形 不整楕円形

上端の直径 110× 98cm 60× 50cm 114× 60cm

深    さ 38cm 14cm 42cm

埋   土
10YR4/3にぶい黄褐色
砂質シルト

loYR4/3暗褐色
砂質シルト

10YR4/3にぶい黄褐色
砂質シルト

第 4表  SA一 1柱穴列柱穴観察表

0                          10cm

亘物 N( 種 別 器 形 遺 構 国径 底 径 器 局 色調 文様・特徴 産地 年代 筈録 No 備   考 写真図版

1 陶器 甕 Wl柱穴 叩き雇 布 llb 白石窯系 73-18
陶 采 Ⅳ l梓穴 営 滑 11 第 H殿階後半

第13図 SA-1出 土遺物実測図



4.溝跡

SD-2清跡

調査区西辺から40mほ ど東に流れ、SD 3溝跡付近で緩やかに南に蛇行し、さらに東流し、調

査区中央東寄りで南に鍵型に曲がり、4.5mほ どで調査区外へ流れる。方向は西からW22°―N、

SD 3溝跡付近で E4° Sと 方向を変え、東側で南に屈曲しN26°一Eほ どを計る。SD 3・ SD 7

溝跡に切られ、SD 6清跡を切っている。上端幅は98～ 210cm、 底面で18～ 60cm、 深さは39～ 77

cmと場所によって落差が大きく、東ほど検出面からの深さは浅くなるが、底面はほぼ平準であ

る。断面形は西側ではV字型を、東側では舟底型を呈す。弥生土器は、甕 (B-69)、 壷 (B69・

80)、 鉢 (B57・ 74・ 79)、 蓋 (B58・ 63・ 76)の 9点、土師器の高邦 (C56。 79・ 80・ 81)、

ロクロ土師器の雰 (Dl・ 9・ 10。 11・ 12・ 14。 16・ 17・ 18・ 21)、 高台付不 (D3～ 5。 15)、 甕

(D-6)、 須恵器横瓶 (E14)、 平瓦 (Gl～ 4・ 6・ 8)、 石製品模造品 (K21・ 48)、 石器 (K47・

58)、 馬歯を出土している。

SD-3溝跡

調査区中央やや西側を南北に流れ、調査区北側のトレンチで SD 4溝跡とT字形に交差する。

SD 2・ SD 6溝跡,S13・ S19竪穴住居跡を切っている。方向は N12°一Wで、検出長は22mで

ある。上端幅は40～ 52cm、 底面で8～32cm、 深さ16cm前後で、底面はほぼ平準である。断面形

は台形を呈し、弥生土器甕 (B82)、 土師器甕 (C121)を 出上している。

SD-4溝跡

調査区北側のトレンチで、SD 3溝跡からT字形に東に延びるように検出した。S19竪穴住居

跡を切っている。方向はN15°一Eで、検出長は8.4mである。上端幅は32～ 54cm、 底面で16～ 36

cm、 深さ6 cm前後で、底面は平準である。断面形は台形を呈し、出土遺物はない。

SD-5溝跡

調査区の北西角で検出した南北方向に流れる溝跡である。SD 6濤跡を切っている。方向はN
-12°―Wで、検出長は8.6mである。上端幅は32～ 190cm、 底面で30～ 158cm、 深さ13～19cm前

後で、底面はほぼ平準で、南側に緩やかに傾斜する。断面形は舟底形を呈し、須恵器不 (E7)

を出上している。

SD-6溝跡

調査区西辺から22.5mほ ど東流し、南にL字型に曲がって 3mほ どで SD 2溝跡に切られる

ように途切れる。SD 2溝跡と同様にSD 3溝跡付近で緩やかに方向が変化し、大体の方向はW
-21° Nか らW-17°―N、 屈曲して N17°一Eである。上端幅は一定せず50～ 142cm、 底面で

12～ 100cm、 深さは12～57cmで、底面の標高は20cm程度の凹凸はあるがほば平準である。断



面形はV字型ないし舟底型を呈す。弥生土器甕 (B70)、 ロクロ使用の上師器不 (D2)、 石鏃

(K50・ 56)を出土している。

SD-7溝跡

調査区中央やや東を南北に流れる。SD 2溝跡、SK 12土坑を切っている。方向は N23°一E

で、検出長は13.2mである。上端幅は330～ 360cm、 底面で4o～ 60cm、 深さは120cm前後で、

濤跡の東西で標高が30～ 40cmほ どの段差がつき、東側が一段低くなっており、底面はほほ平準

である。断面形は段を有するV字型 (漏斗型)を呈し、須恵器甕 (E2・ 16)、 常滑産の12～ 13

世紀の中世陶器 (19)や、東海産の灰釉陶器長頚瓶 (117)を出上している。

SD-8清跡

調査区の中央やや東側で検出した。SK-12土坑を切っている。方向は N27°一Eで、検出長は

6.3mで ある。上端幅は24～ 48cm、 底面で12～ 28cm、 深さ6 cm前後で、底面は平準である。

断面形は舟底形を呈し、出土遺物はない。

SD-9溝跡

調査区の東側、SD 01竪穴遺構の底面で検出した。南流して SD 12溝跡と合流し、さらにSD

-23溝跡に合流する。SK 3土坑に切られている。方向はN12°一Wで、検出長は13.Omである。

上端幅は36～ 76cm、 底面で16～ 40cm、 深さ25cm前後で、底面はほぼ平準で、緩やかに南に傾

斜する。断面形は台形を呈し、須恵器高不 (E4)を出上している。

SD-10溝跡

調査区の東側、SD 01竪穴遺構の底面で検出した。SD 9溝跡に並行するが途切れる。方向は

N-10°―Eで、検出長は9,4mで ある。上端幅は32～ 64cm、 底面で20～ 48cm、 深さ14cm前後で、

底面は平準である。断面形は台形を呈し、出土遺物はない。

SD-11溝跡

調査区の西寄りで検出した。方向は N18°一Eで、検出長は3.2mで ある。上端幅は34～ 56cm、

底面で14～ 36cm、 深さ9 cm前後で、底面は平準である。断面形は台形を呈し、出土遺物はな

ヤゝ。

SD-12,青跡

調査区東側で検出した。SD 9溝跡と合流し、さらにSD 23溝跡に合流する。方向は N10°

Wで、合流後は N12°―Eで、検出長は1lmである。上端幅は44～ 84cm、 底面で24～ 48cm、 深

さ33cm前後で、底面は平準で、緩やかに南に傾斜する。断面形は台形を呈し、土師器の高イ(C

-72・ 73・ 74)・ 甕 (C125)、 石製模造品 (K23・ 45・ 56)を出土している。

SD-13,薄跡

調査区東端、S11竪穴遺構の底面で検出した。SD 14・ 15。 16・ 17・ 18・ 19・ 20。 21溝跡を



唱:80m 2b i90m
Ｅ
引 弓     呈船m
(1ノ珍

SD-6

唱40m
①SD-2

ち

3、  1

SD2 ②

唱70m勇

I'

七70m

嗚110m

蝸00m

だ
SD-11

喝

1洩

ゞ 10m

SD-23

弓80m乳

SD-12

ど1110m

0     1m

―

舅

SD-5

SD 7(北壁)

SD-4

SD 7(南壁)

SX-l③

雷位 封( 土 色 土   質 そ の 他 冒位 敗 土 色 上   質 そ の 他
,D-2① SD-8
1 10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 炭化物、遺物を含む 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 黄褐色シルトを斑状に含む

2 10YR3/2 黒褐色 粘土買シルト 若干の遺物を含む SD-11
3 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト 遺物を含む 1 10YR3/4 暗褐色 シル ト

=゛
母筆 生

4 10YR4/2 灰黄褐色 秒質シル ト 底面に酸化鉄集積 2 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 黄褐色 (地山土)を大量に含む
,D-2C SD-12
10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト /J壻少礫まじり

1 10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト 灰白色火山灰を含む
2 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト /」壻少礫まじり 2 10YR4/4 絶 粘土質ンルト
3 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 只轟啓 iに悟

に砂・酸化鉄と
SD-23

I 10YR4/3 にぶい黄偶色 シルト 灰白色火山灰を普遍的に含む
1 10YR3/2 黒褐色 砂 褐色の砂を含む 2 10YR4/4 褐色 シル ト 底面に酸化鉄の集積
SD-5 SX-l①
Ia 茶褐色  シル ト 耕作上 ユ 10YR4/3 にぶい黄掲色 酸化鉄を含む
1 10YR2/2 黒褐色 ングレト 黄褐色が斑状に含む 2 10YR4/3 にぶい責褐色 粘主質シルト 酸化鉄を多く含む
SD-6 3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土賃シルト 酸化鉄を含む
1 10YR2/1 黒色 ンフレト 砂粒 を少量含む 4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 底面に酸化鉄が集積
10YR2/2 黒褐色 5 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 底面に酸化鉄が集積
10YR2/2 黒褐色 砂質シル ト

に
ク SX-l②

3 10YR4/3 にぶい責褐色 砂 黒褐色の砂を少量含む 1 10YR4/3 にぶい責掲色 粘土質シルト 酸化鉄を少量含む
4 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 2 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘上質シルト 酸化鉄を含む
5 10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト 3 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シルト 全体に酸化鉄を含む
3D-7 10YR4/6褐 色 砂質シル ト 酸化鉄を多量に含む
Ia ЮYR3イ 2～4,2 茶褐色 粘土質シルト 耕作土 5 10YR4/3 にぶい黄帽色 粘土質シルト 酸化鉄を含む
Ib 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 遺物を少量含む SX-l③

1 10YR4/3 にBtい黄掲色 遺物を少量含む 1 10YR4/3 によい責褐& 砂質シル ト 砂 と灰白色火山灰を含む
2 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 2 10YR4/4褐色
3 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 壁の崩落土か ? 10YR4/4褐色 粘土質ンルト

10YR4/3 にぶい音掲れ 砂質シル ト

第14図 溝 跡 断 面 図
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SK-3

立 Nc 十 土 質 そ の 他

Ia 10YR3イ 2～4,2泰 耕作土

Ib 10YR3/2黒
SK-2
1 loYR2/3黒 褐 色 |

ンルト 訂シル トを多 く含む

霊シル トを少量含むOYR2/3黒 角 I ンルト

10YR2/3黒 土 ンルト 灰黄褐粘土質 シル トと酸化鉄 を微量に含む

SK-3
1 10YR2/1黒 褐 色 1粘土質シルト 下層に2層がまきLげられてし】る
2 10YR2/2灰責褐色 1粘土賃シルト
S卜 10

1 10YR4/4褐  色 1粘土質シルト
2 loYR4/4褐  色 1粘土質シルト
SD-9
10YR4/6褐   色 土 シルト

2 10YR4/4褐   色 シルト

SD-10
1 10YR6/8明 責 髄 1粘土晏シルト

2 10YR4/4褐   色 1粘土買 シル ト 灰 白色 火山灰・ 炭水物 を含 L9
SD-1
1 loYR3/4暗 褐 色 1粘土質シルト 灰 白色火山灰 をブロック状 。マンガ ンを多 く含む
2 10YR3/4暗 褐 色 1粘土質シルト 灰白色火山灰 と褐色粘土質 シル トを斑状 に含む

SD-14
1 10YR3/3賭 格 色 1粘土賃シルト
2 10YR4/3にぶい貢藉色1糊土質シルト

SD-15
1 loYR3/3暗 褐 シルト 潰物 を少量含 む

2 10YR3/3暗 褐 シルト

SD-18
l 10YR4/2灰黄褐色 1粘土質シルト
2 10YR4/3にぶい黄抑割 粘土ξ葺シアレト

SD-1
1 10YR3/3暗 褐 色 1粘土質シルト
2 loYR4/3にぶい黄褐色1消

=土
写霊シアレト

SD-20
1 10YR3/3暗 1濡 シルト

2 10YR3/2黒 |  ポ占! シルト

第15図 調査区東側壁断面図



切っている。方向は N13°―Wで、検出長は7.8mである。上端幅は48～ 68cm、 底面で20～ 36cm、

深さ44cm前後で、底面は平準で、緩やかに南に傾斜する。断面形は台形を呈し、ロクロ土師器

の甕 (D7)、 石製模造品 (K24)を 出土している。

SD-14溝 i亦

調査区東端、S11竪穴遺構の底面で検出した。SD 10。 13溝跡に切られる。方向はE9° Sな

いしW3° Sで、検出長は5.3mで ある。上端幅は16～ 52cm、 底面で12～ 28cm、 深さ10cm前

後で、底面は平準で、緩やかに東に傾斜する。断面形は台形を呈し、出土遺物はない。

SD-15男寺跡

調査区東端、S11竪穴遺構の底面で検出した。SD 13溝跡に切られる。方向は E9° で、検

出長は2.6mで ある。上端幅は20～ 40cm、 底面で 4～ 24cm、 深さ15cm前後で、底面は平準で、

緩やかに東に傾斜する。断面形は舟底形を呈し、出土遺物はない。

SD-16溝跡

調査区東端、S11竪穴遺構の底面で検出した。SD 13溝跡に切られる。方向はW27°―Nで、

検出長は2.8mで ある。上端幅は24～ 40cm、 底面で12～24cm、 深さ14cm前後で、底面は平準

で、緩やかに東に傾斜する。断面形は舟底形を呈し、出土遺物はない。

SD-17沖朝亦

調査区東端、S11竪穴遺構の底面で検出した。SD 13溝跡に切られ、SD 22溝跡を切ってい

る。方向はW23°一Nで、検出長は3.6mで ある。上端幅は24～ 40cm、 底面で12～ 28cm、 深さ

20cm前後で、底面は平準で、緩やかに東に傾斜する。断面形は舟底形を呈し、出土遺物はない。

SD-18溝 i亦

調査区東端、S11竪穴遺構の底面で検出した。SD 10・ 13溝跡に切られる。方向はW9° N

で、検出長は5.6mである。上端幅は20～ 40cm、 底面で16～32cm、 深さ10cm前後で、底面は

平準で、緩やかに東に傾斜する。断面形は舟底形を呈し、出土遺物はない。

SD-19溝跡

調査区東端、S11竪穴遺構の底面で検出した。SD 13溝跡に切られる。方向はW9°一Nで、

検出長は3.8mで ある。上端幅は28～ 40cm、 底面で20～ 32cm、 深さ6 cm前後で、底面は平準

で、緩やかに東に傾斜する。断面形は舟底形を呈し、出土遺物はない。

SD-20溝跡

調査区東端、S11竪穴遺構の底面で検出した。SD 13溝跡に切られる。方向はW9°―Nで、

検出長は5,2mで ある。上端幅は24～ 36cm、 底面で12～ 24cm、 深さ18cm前後で、底面は平準

で、緩やかに東に傾斜する。断面形は台形を呈し、出土遺物はない。



SD-21澤専i跡

調査区東端、S11竪穴遺構の底面で検出した。SD 13溝跡に切られ、SD 22溝跡を切ってい

る。方向は E7° Sで、検出長は5.5mで ある。上端幅は28～ 40cm、 底面で24～ 32cm、 深さ■

cm前後で、底面は平準で、緩やかに東に傾斜する。断面形は舟底形を呈し、出土遺物はない。

SD-22溝跡

調査区東端、S11竪穴遺構の底面で検出した。SD 17濤跡に切られ、SD 21濤跡を切ってい

る。方向は N-25°一Eで、検出長は1.4mである。上端幅は28～ 36cm、 底面で16～24cm、 深ざ15

cm前後で、底面は平準である。断面形は舟底形を呈し、出土遺物はない。

SD-23溝跡

調査区東側で検出した。南流していったん上端幅が広がったのち、また幅が狭まり東流する。

幅が広がった部分は、SX-1性格不明遺構とした。SD 9・ 12溝跡を合流する。方向は N-18°一E、

W-25° Nで、検出長は南北に10.6m、 東西に20.2mである。上端幅は54～70cmで広がった部

分では 5～ 6mを計り、底面で38～ 50cm、 深さ15cm前後で、底面は溝状を呈する部分では平

準であるが、北から南、そして東に緩やかに傾斜する。広がった部分の底面は凹凸が著しく、

酸化鉄が固く集積していた。断面形は舟底形ないし台形を呈し、土師器甕 (C l16)を 出土して

いる。
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種 別 器形 選構・層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法量  (cm)

残存 登録Ne 写真図冊
口 縁 部 1体  部 底  部 口 縁 部 1体  部 1底  部 □ 径 器 高 底  径

土師器
高台
付イ
SD-2下 層 回転糸切り

ク ロ ナ デ → ミ ガ キ
(152)

黒 色 処 理

上師器 ロ ク ロ ナ デ ]転糸切 り ク デ (140)

上師器 郎 SD-2下 層 回転系切 り 一 |ロ ク ロ ナ デ (421 底部のみ

上師器 イ SD-2 ロ ク ロ ナ デ (120) (54) 1/4

土師器 イ E-12下層 ク ロ ナ デ 回転糸切 り 39^ヤ (40

土師器 郎 Sつ -2 (148) 1/4
黒 色 処 理

上師器 高イ SD-2 三て44 1 ミガキ |
上師器 高イ SD-21層 明 不 明 卸部の判 C79
土師器 高邦 磨 減 の た め 不 明 磨 減 の た め 不 明 脚部

土師器 SD-6
ロ ク ロ ナ デ

回転糸切り (134)
黒 色 処 理 黒 色 処 理

須恵需 イ E-7

土師器 高坪 SD-2底面 ズ デ 1輪 積 痕 跡 あ り 脚部 C-8ユ

第16図 溝跡出土遺物実測図(1)
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種別 器形 遵構・層位
外面調整 内面調整 法量 (cm)

残 存 埜録 No
口縁部 体部 底部 口縁部 体部 底部 口径 器高 底径

灰釉陶器 長頸瓶 SD-71層 頸部

須恵器 変 ? SD-71層 小破片 E-2

3 須恵器 甕 SD-7 小破片

陶器 褒 SD-72層

須恵器 高雰 SD-9 ナ デ ロ ク ロ ナ デ、輪 積 痕 跡 あ り 脚部

上師器 甕 SD-12 格子タタキ 一部 C-125

須恵器 横瓶 SD-2 一部 E14
土師器 瓶 ? 不 明 指ナデ 不明 底部 C l16

土師器 高イ SD-12 ク ズ リ → ミ ガ キ 脚部 C-73

土師器 高郷 SD-12 明 ナ デ、輪 積 痕 跡 あ り 脚部

土師器 高イ SD-12 不 明 不 明、輪 積 痕 跡 あ り 脚部 C-74

瓦 平瓦 SD-2 (凸面 ) ケズリ  →ナデ (凹面 ) 布

瓦 平瓦 SD-2 (凸面 ) 縄 口「  き 目 (凹面 ) 布 目 一部

瓦 平瓦 (凸面 ) 縄 叩 き 目 (口面 ) 布 一部

第17図 溝跡出土遺物実測図12)
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種別 器形 置構・層位
外面調整 内面調整 法量 (cm)

残 存 登録 NO口縁部 体部  I  底部 口縁部 体部 底部 口径 器高 底径

密 SD-13 ロクロナデ ロクロ,デ 1留拶否聖蟄 ロクロナデ 一部欠 72-19

蔓 SD-2 ヘラケズリ |  ―― 1/4

イ SD-2 ロクロナデイ 高台付 付面黒色処彊 底部のみ

イ SD-22層 一部欠 D-1
SD-21層

SD-22層 ロ ク ロ ナ デ G61 1/2
口
串 芥 ロ ク ロ ナ ア D-3
不 SD-21層 ロ ク ロ ナ デ

不
底部のみ

イ SD-2
底部

イ SD-2

第18図 溝跡出土遺物実測図(3)
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種月」 遺構・層位 凸面調整 凹面調整
法量 (cm)

残  存
口径 器 高 底径

平瓦 SD-22層 縄   叩   き  目 2/3 G-1

平瓦 縄   ЛP   き   目 G-4

平瓦 SD-2 縄   叩   き  目 布  目、一  部  ナ  デ

一 部 縄 叩 き 日、ケ ズ リ 布 目 G-3

第19図 溝跡出土遺物実測図14)
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留物N( 種別 器形 遺構・層位 調整
法 (cm)

石材 残存 登録 No 写真図版
長 ×短 さ 子し径

2 石製模造品 有孔円板 SD-2 擦 痕 3.0× 2.6 完形 K-21 75-7
望模造品 有孔円板 Sυ-13 26× 24 015～ 02 完形 K-24

4 石製模造品 剣形未製品 SD-12 (45)× 30 K-23
5 石製模治 品 形 SD-22層 下 38)× 25 K-48
石製模造品 SD-12 擦痕 17)× (12) K-56 75-1
石製模造品 SD-1 擦 席 20× 15 一部欠 K-45

第20図 溝跡出土遺物実測図15)



5.竪穴住居跡

SI-2竪穴住居跡

【平面形。遺存状況。重複】東壁の中央付近は耕作による削平で壁の大半が失われているが、

平面形は比較的整った方形を呈す。SK-16土坑に切られる。

【規模・方向】南北軸長は4。 3m、 東西軸長は4.8m、 面積20.3m2を 計る。方向は、南壁が E―

33°―N、 西壁が N30°―Wで ある。

【堆積土】住居廃絶後の堆積土は4～23cmほ ど残り、住居内の堆積上の大部分は褐色ないし

暗褐色の砂質シルトである。

【壁。床面】西壁と北壁はほぼ垂直に立ち上がるが、その他の壁はやや外傾している。炭化

物を含む焼上が住居の3/4の範囲に分布しており、床面と考えられる。床面は平坦で、住居の北

半部全面に貼床か認められる。貼床は灰責渇色の砂質シルトで2～ 4 cm前後の厚さである。

【柱穴】住居の南東角で不整楕円形の柱穴1基を検出した。直径は70～ 90cm、 深さは45cmで

ある。

【カマド】東壁のほぼ中央で大半は削平を受けてはいたものの、カマドの袖部の一部と支柱

石を検出した。カマド痕跡の約lmで範囲の床面が焼けている。SK 16土坑に切られているた

めか、煙道は検出できなかった。

【周溝】検出しなかった。

【その他の施設】住居に伴うピットはNo。 1～5である。

【住居掘り方】住居の北半分を5～20cmほ ど一段深く掘り凹める掘り方を検出した。

【出土遺物】検出面と堆積土中から大量の上師器と、初期須恵器甕の破片 (E ll)を出上し

ている。一括出上の上師器の邪 (C13)・ 甕 (C15・ 20)・ 壺 (C16・ 25)の他、弥生土器の奏

(B-41・ 55)、 重 (B21)、 鉢 (B25)、 土師器の不 (C-10～ 12・ 14)、 甕 (C17～ 19。 21・ 22・

26・ 84・ 123)、 鉢 (C67)、 甑 (C23)、 小玉 (K10a・ 10b)、 管玉 (K14)、 勾玉 (K55)、 石

製模造品 (K13)、 土製品 (P2・ 5)な どがある。



SK-16

K-14管玉

卜 1190m

C' 1160m
卜

斡

0           2m

層位 No 土   色 そ の 他
とOYR3/2～ 4/2茶褐色 耕作上

ЮYR3/2黒 福色 ン,レ ト

10YR4/6褐色 砂質シル ト 西側部分に焼上を含む

7 5YR3/4暗褐色 砂質ンル ト

10YR4/2灰黄褐色 砂質ンル ト 炭化物、焼土を含む (見切床 )

10YR5/6黄褐色 屈り方埋め地

層位 NO ■    色 土  質 そ の 他

ЮYR3/2黒 褐色 粘土質シル ト 遺物を含む

10YR4/3にぶい黄褐色 砂質シル ト 底面に砂が多ヤ

10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト

10YR4/3にぶい黄褐色 底面に砂が多ヤ

第21図 SI-2・ 8竪穴住居跡、SK-16土坑実測図
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種別 器形 層位
外面調整 内面調整 法量 (cm)

残  存 登録 No
口縁部 体部  1  底部 口縁部 体部  1  底部 口径 器高 底径

土製品 不明 層 指圧痕 (径lcm前後)10箇所 (底面 5箇所、側面 5箇所)に あり

上製品 不明 層 磨 滅 激 し く 不 明 磨 滅 激 し く 不 明 脚 部 67-18

8 土師器 層 磨滅により不明、ヘラナデ、一部 ミガキ 一部ヨヨナデ、磨滅により不明、 ミガキ 1/2 C-13

土師器 層 ヨヨナデ ヘラタズリ |  ――

土師器 層 ヨコナブ ミガキ | ケズリ (155) (51) C-12

土師器 折 層 ミガキ (168) 1/3

上師器 不 層 ヨコナデ ヘラナデ → ミガキ (168) C-10

上師器 鉢 層 空るとェ I  ―一 ナデ 小破片 C-67

肇物No 種別 器形 層位 調整
法 量    (cm)

石材 残存 登録 No 写真図版
厚 さ 孔径

3 石製模造品 有孔剣形 2 (30)X17 01 1/2 K-13 76-9

4 石製模造品 だ玉 2 擦 痕 34× 15 07 015-02C 完形 K-55 76-1

5 石製模造品 玉 2層 擦痕 22× 11 (04) K-14 76-2

6 石 製槙 治 品 /」 玉ヽ 2層 06× 0堕 完形 K-10a 76-4

7 石製槙造品 小玉 2層 06× 0 字 形 K-10b 76-5

第22図  SI-2出土遺物実測図(1)



Ocm

種別 器形 層位
外面調整 内面調整 法量 (cm)

残 存 登録 No口縁部 体部 底部 口縁部 体部 底部 口径 器高 底径
興図用

土師器 甕 柱穴 I ,ゼ蜜至ち 不明 口縁部
土師器 誕 2層

(150) 底部1/4 C-84
土師器 甕 2層 ナ

チ
ヘ
一 (128) C123

上師器 甕 2層 ヨヨナデ
C-18

土師器 甕 2層
C20

土師器 褒 2層  1転 二て全ヨ俗そクこリギ ヨヨナデ

第23図 SI-2出上遺物実測図(2)



o                          10clm

種別 器形 層位
外面調整 内面調整 法量 (cm)

残  存 登録No 写真図脇
口縁部 体部 底部 口縁部 体部 底部 口径 器高 底径

上師器 露 2層 上 不明 展晏ヨ残 C-26

上師器 壷 2層

土師器 甕 2)冒 ヨコナデ ヘラケズリ →ミガイ ヨヨナデ C17
土師器 棗 2層 ヨコナデ ヨコナデ

土師器 奎 2層上 生て掘単 C-25

第24図 SI-2出土遺物実測図(3)



0                         10cm

翻 J 器形 層位
外面調整 内面調整 法量 (cm)

残  存 登録 No
口縁部 体部 底部 口縁部 体 部 底部 口径 器高 底径

土師器 整 石E太 ユ ヨヨナデ ケズリ ヨヨナデ ヘラナデ 不明 C15

土師器 甑 2層上 ナデ ナデ 不明 193 23 2

第25図 SI-2出土遺物実測図14)



SI-3竪穴住居跡

【平面形 。遺存状況 。重複】北壁と住居跡の北東部は調査区外で不明であるが、検出した部

分の平面形は整った方形を呈す。SD-3・ ■溝跡に切られる。

【規模・方向】南北軸長は4.lm以上、東西軸長は6.2m、 面積24m2以上を計る。方向は、南

壁力ゞ E-12°一N、 西壁がN17° Wである。

【堆積土】住居廃絶後の堆積土は15～25cmほ ど残り、住居内の堆積上の大部分は黒褐色ない

し暗褐色の砂質シルトである。

【壁・床面】壁はやや外傾して立ち上がる。床面は平坦で、住居のほば全面に貼床が認めら

れる。貼床は暗褐色の砂質シルトで 3～10cm前後の厚さである。

【柱穴】南壁の東と西の角で 2基検出された。柱痕跡はなく、柱を抜き取った後に破損した

土器を遺棄している。

【カマド】検出しなかった。

【周溝】西壁の中央部で全長2mを検出した。幅15cm、 深さ2～ 5 cmほ どである。

【その他の施設】西壁の中央部でピットを1基検出している。

【住居掘り方】 5～20cmの掘り方を住居の南半部で確認した。

【出土遺物】堆積上 2層中から大量の上師器と弥生土器、土製品が出上している。弥生土器

甕 (B-14・ 16・ 33・ 36～ 38・ 40・ 42・ 54・ 60・ 90)、 壷 (B-34・ 39。 43・ 47・ 48・ 65・ 89)、 鉢

(B-15・ 35・ 44・ 50・ 51。 91・ 95)、 蓋 (B56)、 土師器の不 (C-31・ 32・ 61)、 高不 (C28・ 35

～40・ 42・ 44。 46～ 49)、 甕 (C53～ 55・ 57・ 62)、 壷 (C33・ 34・ 51・ 52・ 121)、 鉢 (C-64・

65)、 甑 (C-58)、 須恵器甕 (E-22)、 紡錘車 (E-18)、 土製品 (P3)、 手づくね土器 (P-4)、 石

製模造品 (K16・ 17)、 石鏃 (K-51)、 砥石 (K54)がある。



層位 No 上   色 土   質

10YR3/2～ 4/2茶褐色 粘土質シルト 耕作土

10YR4/2灰黄褐色 粘土質シル 遺物を少量含む

10YR3/1黒褐色 粘上質ンル ト 黒褐色上をノロック状に含む

IOYR3/8輛ξ髄 粘土質シ″Ⅲ 黒褐色上をノロック状に含む

10YR3/4暗褐色 砂質シル ト 炭化物を合む。多くの遺物混入。

10YR3/4暗褐色 砂質シル ト 手疑 藤碁奉 イヒ移を西IFlに E

10YR4/4褐  色 砂質シルト 掘 り方埋め方

10YR2/2黒褐色 砂質ンル ト 褐色土が難伏に混入。

SD-3

iOYR3/1黒褐色 にぶい黄褐色が少量まじる
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第26図 SI-3竪穴住居跡実測図



‖扉〆頑粟Z 為 露

0                       10cm

種男よ 器形 層位
外面調整 内面調整 法量 (cm)

残 存 登録 No デ真図狗
回縁部 体部 底部 口縁部 体部 底部 口径 器高 底径

上節器 底面 不明 不明

土師器 鉢 ? 底面 ナデ (推定 不明 不明 ¨̈
一瞼̈
一噛，

C64
上師器 壷 (?) 2層 不 明 (磨滅により) C-121

土師器 莞 柱穴 ヨヨナデ ヘラナデ

土師器 甑 指ナデ ヘラナデ ケズリ

上師器 不 2層 ヘ ラ ケ ズ リ

土師器 蔓 C-52

土師器 ア C-61

土師器 ヨコナブ 折 り返 し磨減 のため不明 C-51

土師器 柱穴 1 ヘ ラ ケ ズ リ C-31

第27図 SI-3出土遺物実測図(1)
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0                        10Cm

種 別 器  形 層  位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

残 存 登録醜 写真図掏
口縁部  1 体 部 底 部 口縁部 体 部 底 部 口 経 器  高 底  径

上信雨器 ィjtit:IIこゝ ヨヨナデ→ミガキ 不明 C-36

土師器 ヨヨナデ ラナデ→ミガキ

土師器 高イ 柱穴ユ ナデ 不 明 底部欠 C-35

土師器 高イ 柱穴 2 (脚升イ 不明 口縁部欠 C-37

上師器 柱穴 1 不明 脚部のみ C-42

上師器 不明 脚部のみ C-47

土師器 磨滅により不明 不明 脚部のみ

土師器
辺
不
硲

2層 不 明 lu部 のみ

土師器 不明

土師器 不明 脚部のみ

土師器 捌

土師器 C-39

上師器 C-38

第28図 SI-3出土遺物実測図(21



為湖

10cln

種  別 器  形 層 位
内 面 調 整 法 量 (cn)

残 存 登録配 写真図用
口鰯 体 部 底 部 口縁部 体 部 底 部 コ 径 器 高 底  径

土節需 甕 ヨコナデ ナ/‐‐yゥメ→ミガ| 不明 ヨヨナア 不 明 不 明

土師器 小型壷 不明 ヘ ラ ケ ズ リ ヘラケズリ ヘ ラ ナ デ 不明 C-34

土師器 舞 柱穴 2 ヨヨナデ デイ
″
不明 ヨナデ ケ

指
フ
器
へ
一

不明 不明 撲鍮〒フ● C-57

上師器 小型壺 2層 ヘ ラ ケ ズ リ ヨコナデ‐ミガ ヘラナデ 底部欠

上師器 棗 柱穴 2 ナデ ケ  ズ   リ C-55

6 上師器 整 ヨヨナデ と0 7cn

第29図 SI-3出土遺物実測図(3)
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第30図 SI-3出土遺物実測図14)

遺獅 α 層 位 調  整
法  量 (cm)

石 材 残  存 登録的 写真図版
長 ×短 厚  さ 孔 径

1 石 型 越 鴇 二 1 右 コ 田締 反 面 探痕 33× 3.1 01-01 一部欠 K-16
2 標 雇 〕OX(15) 15) 1/2 K-17 75-9

26× 085× 06

種  別 器  形 層 位
外 面 調 整 内 面 調 整 法   量    (cm)

残 存 登録血
口縁部 体 部 底 部 口縁部 体 部 底 部 口 径 器 高 底  笹

須恵器 紡鍾車 ヘラケズリ E18
不明 不明 一部

上製品 P-3



SI-5竪穴住居跡

【平面形。遺存状況・重複】調査区の南東角で住居の北東部を検出した。全体の規模・平面

形は不明である。SI-6竪穴住居跡を切っている。

【規模。方向】検出した東壁の長さは2.9mで、方向はN13°一Wである。

【堆積土】 2層で、炭化物、焼上を含む、褐色ないし暗渇色の粘土質シルトである。

【壁・床面】壁は急に立ち上がる。床面は検出できなかったが、掘り方の底面は平坦である。

【柱穴】検出しなかった。

【カマド】東壁には2基の新旧煙道が認められたが、カマドは確認できなかった。

【周溝】検出しなかった。

【出土遺物】出土遺物はない。

２‐＋

Ⅲ80mれ 煙道(新)撃島Om

0 2m

,膏 llr劇。 土    色 土    賃 そ   の   他

Ia loYR3/2～ 4/2茶褐色 :土

Ib 10YR3/4配子や勁色 粘土 ンルト 焼上、炭化物 を少量

ユ loYR4/4褐色 シルト 上、炭化物 を含む

2 10YR3/4暗褐色 シルト 炭化物、遺物 を含む

煙道 1 loYR3/3暗褐色 シルト 少量の焼上、炭化物 を含む

2 10YR3/4暗 褐色 土質 シル ト 焼と、炭化物 を含む

1 占土賃 シル ト

2 10YR3/3罪 勢勘色 土 シルト の炭化物 と責掲色の地山上 を含む

loYR3/3暗褐色 シルト の焼土 と少量の炭化物 を含む

10YR3/2塁 褐角 土 シルト

第31図  SI-5。 6竪穴住居跡、SK…9土坑実測図
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0             10cm

種 男J 器  形 層  位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

残 存 登録� 事真図肪
口縁部 体 部 底 部 口篤 体  部 底 部 口 径 器  高 底  径

土師器 整 ヘラケズリ ヘラケズリ 底部のみ

土師需 誕 ヨコナデ→ハケメ C-9
上師器 甕 」

腎,π
荀

麟減が著 し トデ痕跡有 り 輩滅が著しヤ ナデ痕跡有 り 底部のみ

遺物NO 種  別 器   形 層  位 調  整
法 量 (cm)

石 材 残 存 登録NO 写真図版
厚  さ 孔 径

府禦植浩品 剣型未製品 35× 26 76-12

第32図  SI-6出土遺物実測図



SI-6竪穴住居跡

【平面形・遺存状況。重複】住居跡の北東部を検出しただけで、平面形は不明である。SI-5

竪穴住居跡に切られている。

【規模・方向】検出した北壁の長さは2.7mで、方向はE3° Nである。

【堆積土】暗褐色ないし黒褐色の粘土質シルトで、下層に大量の焼土と炭化物を含む。

【壁・床面】壁は急に立ち上がるが、床面は検出できなかった。

【柱穴】検出しなかった。

【カマド】検出しなかった。

【周溝】検出しなかった。

【出土遺物】弥生土器甕 (B26)、 壷 (B27)、 土師器甕 (C8・ 9・ 88)、 手づくね土器 (P―

1)、 石製模造品 (K18)、 安山岩製大型石器 (K-57)を 出土している。

SI-7竪穴住居跡

【平面形。遺存状況。重複】調査区の北部で住居の東端を検出した。

【規模・方向】検出した南壁の長さは155cmで、方向はN28°一Eである。

【堆積土】2層である。遺物、炭化物を含む黒褐色ないし暗褐色の粘土質シルトである。

11 80 cm ――→

`q

1-
q

第33図  SI-7竪穴住居跡実測図
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【壁・床面】壁は、幾分緩やかに立ち上がる。床面は検出できなかった。

【柱穴】検出しなかった。

【カマド】検出しなかった。

【周溝】検出しなかった。

【出土遺物】赤彩された土師器の不 (Cl)、 高不 (C-117)を出上している。

SI-8竪穴住居跡

【平面形・遺存状況。重複】調査区の中央部、S12竪穴住居跡に近接して、住居の南西部を

検出した。

【規模・方向】検出した南壁の長さは1.7m、 西壁は1.8mを計る。方向は、南壁がE-28° N、

西壁がN32°一Wである。

【堆積土】 1層は遺物を含む黒褐色粘土質シルトである。2層はにぶい責褐色の砂質シルト

で、底面には砂が多い。

【壁・床面】壁は緩やかに立ち上がる。床面は検出できなかった。西側中央で10cmほどの深

さに落ち込む窪みがある。

【柱穴】検出しなかった。

【カマド】検出しなかった。

【周溝】検出しなかった。

【出土遺物】石製模造品 (K19・ 37)を出土している。

SI-9竪穴住居跡

【平面形。遺存状況・重複】調査区の北部で住居の中央部を検出した。SD 3・ 4溝跡に切ら

れる。

【規模・方向】検出した東壁の長さは1.8m、 西壁のは2.7mを計る。方向は、東壁がN16°

W、 西壁がN-13°―Wである。

【堆積土】遺物、炭化物を含む黄褐色砂質シルトの単層である。

〕
簿
ゴ

第34図 SI-9竪穴住居跡実測図
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(赤彩)

ノ

0                       10Cm

種 男」 器 形 遺 構
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cn)

残 存 登録聴 写真図形
口縁部 体 部 底  部 口縁部 体 部 底 部 口 径 器  高 底 径

上師器 イ SI-7 ヘラナデ ヘラケズリ ヨヨナデ ヘラナデ→ミガキ 完形 C-1

土師器 ヨコナデ ヘ ラ ケ ズ リ ヨヨナデ ヘ ラ ナ デ 銚舞
司ゝ

上師器 甑 SI-9 ヘラナデ ヘラケズリ 体部1/3 C-75

土師器 SI-9 脚部

土師器 SI-9 脚部2/8

6 土師器 小型菫 SI-9 ナデ

土節器 甕 SI-9 ヘラケズリ ヘラナデ ナデ ホ部と底謝 C-4 66-19

土師器 小型重 SI-9 ヘラナデ ミガキ ヘラナデ ヘラナデ 本部と底樹 C-50

第35図  SI-7・ 8・ 9出土遺物実測図(1)



【壁・床面】4～ 6 cmほ どの高さの壁で、床面は平坦である。

【柱穴】検出しなかった。

【カマド】検出しなかったが、西壁に接して径60～80cmの範囲で焼上がまとまって検出され

る部分があり、近くにカマドが存在するものと考えられる。

【周溝】検出しなかった。

【出土遺物】弥生土器甕 (B66)、 重 (B-88)、 土師器の不 (C6)、 高邪 (C2・ 3)、 甕 (C

-4)、 壷 (C-24・ 50)、 甑 (C75)、 砥石 (K53)を出土している。

一建 ↓0-Cめ司喝0
|

れ f ,哺

0                                        10cln

種   別 器  形 還  構 I    法 量 (cm) 石  材 偏  考 登録No 与具 凶版
1 石磐 品 紙 痛 75× 43× 27 K-58 74-15

遺物Na 種   別 器  形 遺 構 調 整
量 (cm)

石 材 残 存 登録No 写真図版
長 ×短 厚  さ 孔 径

石製模造品 探痕 24× 22 02-03 完形 K-37
3 石 禦樟 浩 品 有孔円板 擦 驚 〕2-0_2を 一瓢 貨 75-2

種 月」 器  形 遺 構
外 面 調 整 法 量 (cln)

残  存 登録醜
口綿 体 部 底 部 口縁部 体  部 底  部 口 径 器 高 底 径

土師需 SI-7 ミガキ ケヽメ 脚部一部 C-117

第36図 SI-7・ 8・ 9出土遺物実測図12)



6.竪穴遺構

SI-1竪穴遺構

【平面形・遺存状況・重複】調査区の東部で検出した。検出部分は半円形を呈す。SB l掘立

柱建物跡を切り、SK 2・ 3・ 5土坑に切られている。

【規模・方向】南北軸長は16m以上、東西軸長は■m以上を計る。

【堆積土】黒色ないし黒褐色粘土質シルトの2層からなる。

【壁。底面】深さ10cmほ どで、底面は平坦であるが、調査区北東角付近ではIb層の落ち込

みが深くなり、確認できない。

【出土遺物】弥生土器鉢 (B-12・ 13)、 軒平瓦の破片 (G-13・ 14)、 青磁 (Jl・ 3)、 手づく

ね土器 (P7)、 石製模造品 (Kl～ 4・ 20)を出上している。

SI-4竪穴遺構

【平面形・遺存状況・重複】調査区の東側南辺部で検出した。平面形は隅丸方形を呈す。SD

-23溝跡を切る。

【規模・方向】南北軸長は3.3m以上、東西軸長は2.Om、 面積6.6m2以上を計る。方向は、南

北軸がN20tEほ どである。

【堆積土】黒褐色の粘土質シルトである。

【壁・底面】壁は急に立ち上がり、深さは10cmほ どである。底面はほぼ平坦である。

【柱穴】数基のピットがみられるが、関係は不明である。

【出土遺物】青磁皿 (J-2)を出上している。

SI-10竪穴遺構

【平面形。遺存状況・重複】調査区の東部、S11竪穴遺構の底面で検出した。L字形の段差

を呈す。SD 13・ 14・ 15。 18・ 19・ 20溝跡、SK 3土坑に切られている。

【規模。方向】南北長は9.Om、 東西長は5。 7m以上を計る。

【堆積土】褐色粘土質シルトの2層からなる。

【壁・底面】深さ5～15cmほ どの段差で、底面は平坦であるが、南東部付近では凹凸が大き

くなる。

【出土遺物】須恵器臨 (E-5)、 甕 (E6・ 17)を出上している。
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第37図 SI-4竪穴遺構跡実測図

膚位 No 土    色 土   質 そ  の  他

l 10YR2/2黒 褐色 粘土賃シル ト 炊貢褐色土が斑状 に まじる

10YR3/2 粘上暫 シル ト k貢脅色上が斑状にまじる、酸化鉄まじり
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遺郷 α 種  別 器  形 層  位 調  整
法 量 (cm)

石 材 残  存 登録沌 写真図版
長×短 厚  さ 孔 径

1 石製模造品 有孔円 39× 33 K-3

2 石製模造品 有孔円 SI-11層 擦痕 28× (23) K-20 75-6

3 石製模造品 有子[ 擦痕 27× 26 一部欠 K― 75-1

5 石製模造品 (有孔円板 ) (30)× (21 K-2 75-18

6 石製標追 品 (有 7L円 板 ) (27)× (76) 0 15 K-4 75-19

種  "」 層   位 日経 器 高 色  調 産地 十年代 登録 No 備  考 写真図版

7 青磁器 椀 10Y8/2灰白色 課 L3世 , よ 73-7

青磁器 椀 S111 5GY6/1緑灰 鋏 窯L3世飛 -3 貫入有 り

青磁器 皿 SI-4 Pl 10Y7/2灰白 経驚 L3世斎

種 月」 器  形 層 位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

残  存 登録No 子真図麗
口縁部 体 都 底 部 口縁部 体  部 底  部 口 径 器 高 底 径

土製品 晴 ナデ

須恵器 甦 S110E5 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 不明 不明 E-5

須恵器 整 ? SI iO ロクロナデ 口縁部―都

須意器 甕 S110 r行叩き目積 一部 E-17

遺物hlo 種別 器  形 層  位
特 徴

登録No 写真図版
凸  面 凹  面

瓦 軒平瓦 sI-l E5 ナ デ ナ デ G14
瓦 癖平π ナ デ ナデ 7

第38図 SI… 1・ 4・ 10出土遺物実測図



7.土坑

SK-1土坑

調査区の北西部で一部が検出された。平面形は不整円形を呈し、長軸270cm、 短軸88cm以上、

深さ44cmを計る。断面形は舟底形を呈し、堆積土は 3層の黒褐色ないし暗褐色シル トからな

り、底面は砂層である。土師器高不 (C98)、 壷 (C97)が出土している。

SK-2三上坑

調査区の北東部、S11竪穴遺構の底面で一部を検出した。平面形は半円形を呈し、長軸116

cm、 短軸52cm以上、深さ44cmを計る。断面形は台形を呈し、堆積土は 3層の黒褐色粘土質シ

ルトで、1層は大量の責褐色土を斑状に含み、底面には酸化鉄層の集積がみられる。SD-9溝跡

を切っている。出土遺物はない。

SK-3二上坑

調査区の東辺で一部を検出した。平面形は円形を呈し、直径44cm以上、深さ30cmを計る。

断面形は舟底形を呈し、堆積土は2層からなる。S11・ 10竪穴遺構を切っている。出土遺物は

ない。

SK-4土坑

調査区中央やや東側で検出した。平面形は略円形を呈し、直径96～ 114cm、 深さ22cmを計る。

断面形は舟底形を呈し、堆積土は 2層からなる。土師器甕 (C102)を 出上している。

SK-5三上坑

調査区東部で検出した。平面形は不整円形を呈し、長軸294cm、 短軸232cm、 深さ68cmを計

る。断面形は台形を呈し、堆積土は4層からなり、上部は褐色粘土質シル トで黒褐色上を斑状

に含み、底部では黒褐色土と責褐色土が縞状の互層をなしている。S11竪穴遺構・SD 9。 12溝

跡を切っている。上師器不 (C95・ 96)、 磁器碗 (J5)を 出上している。

SK-6土坑

調査区東部で検出した。平面形は不整円形を呈し、直径は76～ 88cm、 深さ39cmを計る。断

面形は台形を呈し、堆積土は黒褐色ないし暗褐色粘土質シルトで 2層からなる。SK 7土坑を切

っている。出土遺物はない。

SK-7=上坑

調査区東部で検出した。平面形は略円形を呈し、直径は80cm、 深さ34cmを計る。断面形は

舟底形を呈し、堆積土は 3層からなり、褐色粘土質シルトを主体とし、炭化物や焼土を多く含

む。SK 6土坑に切られる。出土遺物はない。
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章位 N( 土 色 上 質 そ の 他

10YR3/2～ 4/2茶馳 耕作土

10YR3/2黒褐色 黒褐色シルトを斑状に含む

10YR3/3暗褐色

10YR5/1に よい貨褐色 黒褐色ンル トをブロック状に含む

10YR3/3暗褐色 砂質シル ト 暗褐色砂を含む

10YR3/4暗褐色 砂質シル ト 暗褐色砂を含む

第15図参照

■弟絵巣路轟律法寅ゞ・・
やす" '‐中

周辺に須恵器・獲破片散布

10YR3/2黒褐色 粘土質シル ト 炭化物少量含む

IOYR3/3暗褐色 粘土質ンル ト 脅色砂質シルト 遺物を含む
iOYR3/3暗褐色 粘土質シルト 褐色砂質ンル トを含む

粘■資シル ト

雪位 N( 土 色 上質 そ の 他

SKi 7

10YR4/6褐色 粘土質ンル ト 炭化物・焼土を多く含む

10YR4/4褐色 粘上質シルト 炭化物を含む

10YR4/4褐色 粘土質シル ト 炭化物を多 く、焼上を少量含む

10YR5/6黄褐色 粘上質シル ト 璧の崩落 。底面全面に炭化物分布

10YR3/3暗褐色 砂質シル ト 炭化物・ イヽ砂礫粒を含む

10YR2/3黒褐色 砂質ンル ト 炭化物を少量含む

10YR4/3に よい黄褐色 砂質シル ト 黄褐色の砂がブロック状に含む

10YR2/3黒褐色 砂質シル ト 褐色土をブロック状に含む

豹 10YR2/3黒褐色 砂質シル 褐色土 とのプロック層

10YR2/3黒褐色 砂質シルト

10YR3/3暗褐色 黒褐色砂質ンル トを斑状に含む

第39図 土 境 実 測 図 (1)



SK-8土坑

調査区中央南辺で一部を検出した。平面形は不整楕円形を呈し、軸長は140～ 150cm、 深さ22

cmを計る。断面形は舟底形を呈し、堆積土は 2層からなり、暗褐色ないし黒褐色の砂質シルト

である。弥生土器甕 (B ll・ 23)、 土師器高不 (C94・ 99)を 出上している。

SK-9=上坑

調査区南西角で検出した。平面形は不整円形を呈し、直径は96～■6cm、 深さ44cmを計る。

断面形は招り鉢形を呈し、堆積土は黒褐色粘土質シルトで、焼土や炭化物を多く含む。弥生土

器甕 (B5・ 8・ 45。 52・ 85)、 壷 (B7・ 9・ 10)、 鉢 (B-1～ 3・ 6・ 53・ 64)、 高不 (B4)、 土

師器甕 (C122)、 石器 (K46)を 出上している。

SK-11土坑

調査区中央北辺で出土した。平面形は不整楕円形を呈し、長軸140cm、 短軸100cm、 深さ60cm

を計る。断面形は台形を呈し、堆積土はにぶい黄褐色ないし黒褐色の砂質シルトである。土師

器甕 (C124)を 出上している。

SK-12二上坑

調査区の東部で検出した。平面形は不整円形を呈し、長軸160cm、 短軸102cm、 深さ32cmを

計る。断面形は舟底形を呈し、堆積土は暗褐色砂質シルトで焼土や炭化物を含む。SK 8を切 り、

SD 7に切られる。出土遺物はない。

SK-13三上坑

調査区の西側北辺で一部を検出した。平面形は半円形を呈し、直径は90cmほ どで、深さ10cm

を計る。断面形は舟底形を呈し、堆積土は単層の褐色粘土質シルトである。出土遺物はない。

SK-14土坑

調査区の西側北辺で一部を検出した。平面形は不整形を呈し、長軸94cm以上、短軸60cm、

深さ20cmを計る。断面形は舟底形を呈し、堆積土は単層の褐色粘土質シルトである。出土遺物

はない。

SK-15二上坑

調査区の西側北辺で一部を検出した。平面形は不整円形を呈し、直径は66cmほ どで、深さ18

cmを計る。断面形は舟底形を呈し、堆積土は2層の暗褐色ないし褐色粘土質シル トである。ロ

クロ土師器邪 (D19)が 出上している。

SK-16=上坑

調査区の中央北辺で一部を検出した。平面形は不整形を呈し、長軸は180cmほ どで、深さ32

cmを計る。断面形は舟底形を呈し、堆積土は黒褐色粘土質シルトとにぶい責褐色砂質シルトか

らなる。S12竪穴住居跡を切っている。出土遺物はない。
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雪1立 N( 土 色 土 質 そ の 他
lb ЮYR3/2黒褐色 粘土

10YR4/6褐色 粘土質シル ト

10YR4/6褐色 粘土質ンル ト

10YR5/6黄褐色 粘土質シル ト 9χ

10YR5/6黄褐色 粘土質シルト

5Y4/2灰 オリーブ 粘■

SK-13

10YR4/3髄 粘土質シル ト

10YR4/4褐色 粘土質ンルト

SK-15

10YR3/4暗褐色 粘上質シルト

10YR4/4 3tl 粘土質シル ト

雪位 N( 土 色 土  質 そ の 他

SK-17

iOYR3/4暗褐色 砂質ンル ト 炭化物、焼上、骨片を多く含む

10YR4/4褐色 砂質ンルト 炭化物、骨片を含む

iOYR5/6黄褐色 ンルト 酸化鉄、マンガン粒 を多 く含む

10YR4/4褐色 粘上質シルト 黄褐色上の粒を下層に含む

iOYR4/6褐色 粘■質シルト マンガン粒を多く含む

iOYR4/4褐色 粘上質シル ト 灰白色火山灰をわずかに含む

10YR6/8明黄褐色 粘■質シルト

10YR4/4褐色 粘土質シル ト

10YR4/2灰黄褐色 粘土質シル ト 灰白色火山灰を全体的に含む

10YR4/4絶 粘土質シル ト 黄褐色シルトを多く含む

第40図 土 坑 実 測 図 (2)
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憲物 N( 種別 器形 層位
外面調整 内面調整 法量 (cm)

残存 登録 No 写真図版
口縁部 体部 底部 口縁部 体部 底部 口径 器高 底径

石製品 石器

上師器 饗 SK-11 格子タタキ 小破片 CIワ 4 69-10

土師器 1/3

土師器 SK-5 ココナデ ヘラケズリ (66)

土師器 イ SK-5 ヨナデ ヨコナデ ヨヨナデ (136) C-95

土師器 高イ ヨヨナデ 不明 (188)

土師器 高イ SK-8 不 明 不明 脚部2/3 C-94

主師器 高不 SK― 】 不明 不明 脚部3/4 C-98

土師器 甕
←刷毛目 ヘラナア ヘラナデ 1/4

土師器 SK-1 ヨヨナデ ヨコナデ (158) C-97

第41図 SK-1・ 5。 8。 9・ 11・ 15出土遺物実測図



SK-17ユ J尤

調査区の西側北辺で一部を検出した。平面形は不整形を呈し、直径は66cmほ どで、深さ24cm

を計る。断面形は舟底形を呈し、堆積土は褐色ないし暗褐色の砂質シル トで、炭化物や焼上、

骨片を含む。出土遺物はない。

8.性格不明遺構

SX-1性格不明遺構

調査区東側で検出した。SD 23溝跡が北から流れ込み、屈曲して南へ流出する。上端幅が 5

～ 6mに広がった南西角の部分で、底面は凹凸が著しく、酸化鉄が固く集積している。深さは

均―でなく15～35cmを計る。堆積± 1・ 2層の灰褐色粘土層に遺物を大量に含んでいる。

出土遺物には、弥生土器重 (B68)、 管玉 (K29)、 石製模造品 (K26・ 27・ 39)がある。
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遺物 No 瘤明」 器形 層位 調  整
法量 (cm)

石材 残 存 登録 No 写真図版
長 X短 厚 さ 孔径

石製模造品 宮孔円板 1層 擦療 完形

石製模造品 有孔円板 擦痕 (22)X19 (2/3)

9 石製模造品 有孔円板 擦痕 015～02 一部欠

石製僕造品 管丞 0 15-0 2 完形 76-2

石製模造品 有孔剣形 0 25 一部欠
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登録祐出齢 器種 部位

施文・調整

備考 写真 N
外 面 内 面

B13 S1 1 鉢 口縁部 翻 文、縄炭

甕 口縁部
RL縄文‐連続刺突文

鉢 ? 口縁部 平t醒魂結丈→ミガキ 蔭鴫8よ ミガキ

鉢 口縁部 轍 ‐ミガキ

甕 口縁部 ガヽキ、口唇部:射帽隣 ミガキ

重 口縁部
已寵丈・口唇部:刻み目
文・ ミガキ

遭」衝,k、 ミが|

鉢 口縁部
Ll縄文→ミガキ→平 ガヽ十‐敵

鉢 口縁部

SI-1 鉢 ? 体部 連弧文→ミガキ

1ゝ-2 壺 ? 体部 重山影文→ミガ|

壷 ? 体部 融 →ミガ| ミガキ

SD-2 壷 ? 体部 ミガキ 踏■に福勃編縦
麒

図
版
平
登録 , 器種 部位

施文・調整
備 考 多真 N

内 面

甕 ? 体部 平行直線文

蓋 →ミガキ 直線文・ ミガ|

S1 6 壷 体部
変形I字又→LR縄女

S1 2 甕 体部

S1 2 整 体部
職 文'駅網文

SI-2 鉢 ? 体部 影 I致 ,猷敵

,D-2 提 蓋 獅欝k駅叡→ 直線文

B-6S ,D-2 蓋
脚 、口唇部:刻

醸 、ミガキ

露 底部 駅緻 繭 :櫛 底

“

もみE展

B-32 奏 底部 駅灘炭、臆価:ミガキ
ミガキ、炭

第43図 弥生土器実測図(1)
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登鋼 出齢 器種 部位

施文・調整

備考 写真 N(

外 面 内 面

墾
PI縄文‐平征直線文

牽 体部
魅縄文‐変形I字女

霊 祐部上半
IL縄文→ミガキ‐刺
額

壷 体部上半 予励葺練文‐ミガ

壺 体部
RL緻→平行直線女
‐ミガキ

ミガキ 77-32

甕 体部
LR縄文→変形I宇文

hIIにす州幡

露 ? 体部 直線文、磨減

甕 体部上半
駈欺 →ミガキ‐鷺
制奴

鉢 ? 体部
LR縄文‐首線文・ ミ
がキ

鉢 ? 体部 輸 魏

S103 甕 ? 体部 轍 ‐ミガ| ミガキ

Sr03 鉢 底部
皿縄文→ミオキ、底
面:ミガキ

炉 蓋 平行直線文‐ミオ
'

登釧 出螂 器種 部位

施文・調整

備考 事真 NI

外 面 内 面

B-33 甕 口縁部
ミガ|、 穿孔14・円

'
口唇部:縄目

ミがキ、炭4初

2層 甕 口鰯
R緻襲翻 奴 →
ミガキ、口唇部:刻み日

S103 鉢 ? 口縁部
dlx、 二重絋 連ll文 ?ミ ガ

838 SI 03 奏 口縁部
駅Rk・ II拒線文、
変形I字文‐ミガキ 織溝

S103 壷 ? 口縁部
ミガキ→R縄文‐平行
醜

B-35 鉢 口縁部 LR敏‐直線文 ミガキ

S103 鉢 口縁部
変形I字女→LR縄文

S103 口縁部 詢 斡束‐ミが1

口縁部
と縄文→平行直線文コ

ガヽキ、口唇部:列み
日半円径のW'欠き

直線文

鉢 口縁部
LR縄文→平行直線女

】1-03 重 体部
横位直線文+寵IIg筋
文→駅緻 ‐ミガキ

8-54 甕 体部
L縄文→変形I字攻 ミガキ

SI 03 壺 ? 体部
平行直線文→LR縄文

S103 llE 重 ? 体部
RL縄文→平行置線又

第44図 弥生上器実測図(2)
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外 面 内 面

)K-9 竪 1縁～僻
体部 :ハ ケメ

B-6 鉢 ? 回縁 ミガキ

1五 褻
口縁～
体部上半中弾鞠雛墾 ]縁 S II吉 口縁!ココナデ

',部

:ヨキ

甕 ]縁‐II詢 鞠 聾
壷 口縁部 彫 I敦‐ミオキ

蔓 体部
駅縄又‐変形I字文

回縁
口唇:列み日ズ
獅宜敏‐ミオ|

鉢 ? 口縁 平行直線文‐ミガ
文
キ
線
ガ
直
ミ

)K-9 変 体部上半

壷 ? 体部

壺 ? 口縁部 駆 I教→猷触

図
版
＃

出齢 器種 部位

施文・調整

備考 }真 N
外  面 内 面

SK-9 コ縁～Ё浄

蚕欝写亀鍵藩
一対の穿孔,,

SK-9 甕 ? 体部 ミガキ

甕 涵麟殿細

鉢 ?
柵 粋
虞割

鉢 ? 岬「士
戊証
体部下半:LR縄文‐

ケズウ虎 ,闇宮 78-40

高不 脚部 直線文‐ミガ十

第45図 弥生上器実測図(3)
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Lll縄文・ 横位直線
文?

憂 ? 口縁
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脚立直線文+縦位孤獄
文→脚湘笑

鉢 口縁
横位直線丈→LR縄文

壺 体部上半
横位直線文+縦位直線
文→LR縄炭・ ミガキ

体部
横位直線文‐LR縄文

I庭 竪 体部
変形1字文‐LR縄文

図
版
干
登録 , 器種

施文・調整

備考 写真 N十

外 面 内 面

重 体部
検位直線文→LR縄文

重 頸部
樹立直線文‐翻以穏孜 ミガキ

炉 壷 ? 体部上半
変形I字文→Ll縄文

甕 駅緻 →樹蠍

董 体部上半
変形1字文→LR縄女

I拒 董
ミガIⅢ重山形文夢
細

ミガキ

鉢 ? 体 部 変
形山形文→ll縄文

磨滅

壷 頸部 稀醸文→ミガ 磨滅
内,外面ともに
磨滅

憂 体部上半 縄文→解強響制契文

露
ミガキ→LR縄文Ⅲ押
し引き剰突文

78-ワ 0

蓋 体 部
魅縄χ→平行百縁
文+重山形文‐ミガキ

蹴ミがキ?

蓋 口縁部 欄随敏 うヽ ガ 昌矮竪二
内.外面ともに
婚減
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第 5表 登 録 遺 物 一 覧 表

隠
C 非ロクロ土師器 D ロクロ土師器 E 須恵器 F 丸瓦 G 平瓦 I 陶器 J 磁器 K 石製品 N 金属製品 0 自然遺物 P 土製品

不 高不 甕 小型壷 貿 甑 その他 郷 甕 石製模造品 石器 砥石 珪化木

SA-1
5 11・ 12・ 13・

14

S11
把手118 魅 5・ 10 ・３

・５
瓦

14・

(軒平

1・ 3 1・ 2・ 3・

4 ・ 20
7

SI-2

10・ 11・ 12・ 13・

14・ 68

25。 26 16・ 21

'ヽ

67 甕■ 5・ 6・ 7

8 。 9 。10
11・ 12・ 13

14・ 15・ 55

2・ 5

SI-3

29。 31。 32・ 59・

61・ 66

15。 51・ 53・

54・ 55。 57・

60。 71

33・ 34 52・ 62・

64・ 121

58。 65 紡 錘 車
18・ 甕22

3・ 4

SI-4 2

SI-5

SI-6 8・ 9 望零20 1

SI-7 1 甕12・ 21

SI-8 甕15 19。 37

SI-9 6 2・ 3・ 5 4

SI-10
7 遮 5。 10

甕6'17

SD-2

56・ 79・ 80。 81 20。 84・ 126・

129

把手91 1・ 3・ 4・ 5

9 。10・ 11・ 12

14・ 15。 16・ 17

18・ 20。 21

均卜1

甕14
47・ 48 7

SD-3

SD-5 蓋 7

SD-6 127 2

SD-7 甕 2。 16 1(軒丸瓦) ７

１７

。10。 1・ 4 2

SD-9 高郷 4

SD-12 72・ 73・ 74 魅 5 23・ 45・ 56

SD-13 7

SD-23 高郭 4

SK-1

SK-4 甕13

SK-5 95・ 96 5

SK-8 94・ 99

SK-9 122

SK-15

SK-16

SK-17 3

SX-1
高不 4

甕19

8 25・ 26・ 27・

28。 29・ 39・

40

1層

7 ・ 104・ 107・

108・ 109。 110

78・ 85。 93・ 103・

106・ 111・ 112

76。 77・ 83・

86・ 90・ 114・

128

105
119

鉢113 8 。13 魅

邪

5。 7・

9 。 10。

12・  16

1・ 2・ 3・

4・ 5・ 6・

7 ・ 15。 16

4・ 6・ 7

9 。12・ 13

15。 16・ 17

19。 20

８

１４

‐８

3 1

69・ 70



Ⅵ.出土遺物について

21次調査で出上した遺物のうち、竪穴住居跡から出上した土師器、溝跡出上のロクロ土師器、

須恵器を中心に述べる。

1.土師器

1)非ロクロ土師器

不

出上した不を、体部から口縁部の形状を中心に分類すると次のようになる。

1類 :体部は内湾して立ち上がり、体部最大径より上方で一度くびれて口縁部で外反するも

の。くびれ部分は明瞭な段または稜を有するものと不明瞭なものとがある。ほぼ大半は丸底で

ある。

外面調整は、口縁部はヨヨナデで、体部はヘラミガキ、ヘラケズリ、ヘラナデと様々である。

内面調整は、口縁部にヨコナデ、体部にヘラミガキ、ヘラナデがみられる。

最大径の位置で 1類をさらに細分すると、

la類 :最大径が体部にあるもの。図示できたものは 3点で、上げ底風の底部をもつものもあ

る (C-6)。 器高があり、鉢または小型の甕の形状をとるが、不として分類した。

lb類 :最大径が口縁部、または体部でほぼ同じもの。図示できたものは 1点である。

lc類 :最大径が口縁部にあるもの。図示できたものは 5点で、内 2点の内面には体部から底

部にかけて放射状のヘラミガキが施される。

2類 :体部は内湾して立ち上がり、体部最大径より上方でくびれずに、口縁部で外反するも

の。くびれの具合は様々で、丸底である。外面調整は、口縁部はヨコナデで、体部はヘラミガ

キ、ヘラケズリ、ヘラナデと様々である。内面調整は、口縁部にヨヨナデ、体部にヘラミガキ、

ヘラナデがみられる。図示できたものは3点である。

3類 :体部は内湾して立ち上がるもの。底部の確認できた 2点は平底である。外面調整は、

口縁部はヨヨナデで、体部はヘラケズリ、ヘラナデである。内面調整は、口縁部にヨヨナデ、

体部にヘラケズリ、ヘラナデがみられる。図示できたものは 3点である。

4類 :体部は緩やかに立ち上がり、口縁部で直立ないし内傾するもの。丸底である。

外面調整は、口縁部はヨコナデもしくはヘラミガキで、体部はヘラケズリである。内面調整

は、日縁部にヨヨナデ、ヘラケズリ、体部に放射状のヘラケズリがみられる。図示できたもの

は 2点である。



細 分 基 準 遺物No

1類

la類 最大径が体部 C-6。 14・ 110

lb類 最大径が回縁部、または体部でほぼ同じ C-61

lc類 最大径が口縁部 C-7・ 109

2類 C-1・ 10。 95

3類 C-31・ 96。 108

4類 C-12・ 107

計

第 6表 土師器杯分類表

高邦

図示できた高不で、郷部と脚部が接合できた全形のわかる資料は 2点 (C35・ 37)の みで、

他は邦部11点、脚部22点の部分資料である。

不部の形態には、丸底と平底の 2種類がある。

A類 :丸底のもので、邪底部から内湾気味に緩やかに立ち上がった後に回縁部まで外半し、

底部と体部の境に段・稜をもたない。

外面調整は、日縁部はヨヨナデ、体部はヘラケズリ、接合部にヘラミガキを施す。内面調整

は、体部はヘラケズリないしヘラナデ、ヘラミガキである。

B類 :平底のもので、体部の稜の有無で 2種類がある。

邪底部はほぼ水平で、脚部との接合部分に角をもち、日縁部までほぼ直線的に外半する。

このうち 1点だけ、体部中段に稜をもつものがある (C36)。

外面調整は、日縁部はヨコナデ、体部はヘラミガキ、ヘラナデ、接合部にヘラケズリを施す。

内面調整は、口縁部はヨヨナデ、体部はヘラナデ、ヘラミガキである。

内外面の調整に放射状のヘラミガキを施すものも3点みられる (C36・ 56・ 11■ )。

脚部は、その形状より3種類に分類できる。

1類 :柱状部が円柱状を呈し、裾部で急に開くもので、内面の「えぐれ」が浅いもので、外

面調整はヘラケズリである。

2類 :柱状部が不部との接合部からやや中膨らみで開き、中空のものである。外面調整はヘ

ラケズリである。内面調整は、柱状部ヘラナデで、内面にしばり目の残るものも認められる。

裾部のわかるものはない。

3類 :柱状部が邦部との接合部から円錐状を呈し、緩やかに裾部に続くものである。外面調



整は、柱状部はヘラミガキ、ヘラケズリ、裾部はヨヨナデである。内面調整は、柱状部のヘラ

ナデで、内面にしばり目の残るものも認められる。裾部はヨヨナデである。

4類 :柱状部の開きが 3類よりも緩やかで、脚部の高さが低 く、 1ないし2段の複数の円窓

をもつものである。調整は、器面の状態が悪く外面の一部にヘラミガキが施されている。

この不部と脚部の形状の分類をもとに、出上した高不35点 を表にすると次のようになる。

jTh部

脚部
A類 (丸底 ) B類 (平底・稜無) B類 (平底 。稜有 ) 不  明

1類 (円柱脚 ) C-73。 80

2類 (中太脚 ) C-44・ 46・ 48・ 81・

106

3類 (円錐脚 ) C-35。 37・

42,47

C-2・ 3・ 28。 38・ 39・

40・ 72・ 74・ 98。 122

4類 (円窓脚 ) C-79。 112・ 117

不明 C-104 C-49。 78。 85。 93・

99。 103・ 113

不明 (放射状 ミガキ) C-56・ 111 C-36

計 1

第7表 土師器高不分類表

甕

出上した甕は、24点が図示できた。器高によって、25cm以上を大型、18cm以下を小型と分

け、体部の形状から球形とやや長胴のものとに分類した。さらに最大径の位置と口縁部の形態

で 3～ 4類に細分した。

大型

1類 :体部が球形で、最大径が体部中央にある。口縁部は「く」字状に屈曲して外反する。

外面調整は、口縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリで、一部ヘラミガキがみられ、内面調整は、

口縁部はヨヨナデ、体部はヘラナデ、ハケメである。

2類 :体部がやや長胴で、最大径は体部中央にある。日縁部は「く」字状に屈曲して外反す

る。外面調整は、口縁部はヘラナデ、体部にはヘラケズリ、ヘラミガキがみられ、内面調整は、

国縁部はヨコナデ、体部はヘラナデで、一部ヘラミガキがみられる。

中型

1類 :体部が球形で、最大径が体部中央にある。日縁部は「く」字状に屈曲して外反する。



外面調整は、口縁部はヨコナデ、体部にはハケミがみられ、内面調整は、回縁部はヨヨナデ、

体部はヘラケズリもしくはヘラナデである。

2類 :体部がやや長胴で、最大径が体部中央にある。口縁部は「く」字状に屈曲して外反す

る。外面調整は、回縁部はヨコナデ、体部上半はヘラナデ、下半はヘラケズリがみられ、内面

調整は、口縁部はヨヨナデ、体部はヘラナデである。

3類 :体部がやや長胴で、最大径が体部下半にある。口縁部は緩やかに屈曲して直立気味に

立ち上がる。外面調整は、全面にヘラケズリがみられ、内面調整もヘラケズリである。 1点だ

けの出上で特異な風貌を呈している。

小型

1類 :体部が球形で、最大径は口縁部ないし体部中央で、ほぼ同じである。日縁部は短く「く」

字状に屈曲して外反する。外面調整は、口縁部はヨコナデ、頚部にはハケメが残り、体部はヘ

ラケズリ、一部ヘラミガキである。内面調整は、国縁部はヨコナデ、体部はヘラケズリ、ヘラ

ナデ、ヘラミガキである。

2類 :体部が球形で、最大径は体部上半にある。口縁部は短 く「く」字に屈曲して外反する。

外面調整は、口縁部はヨコナデ、頚部から体部にはハケメが残 り、体部はヘラケズリ、ヘラナ

デ、一部ヘラミガキである。内面調整は、日縁部はヨコナデ、ヘラケズリ、体部はヘラケズリ、

ヘラナデ、ヘラミガキである。

3類 :体部が下膨れの偏平な球形で、最大径は体部下半にある。日縁部は短く「く」字状に

屈曲して外反する。外面調整は、口縁部はヨヨナデ、頚部から体部はヘラナデ、体部下半はヘ

ラケズリである。内面調整は、口縁部はヨヨナデ、体部はヘラナデである。この器形は、鉢ま

たは壺として分類される報告例もある。

4類 :口縁部が直立し、最大径は体部にある。外面調整は、口縁部はヨヨナデ、頚部から体

部はハケメである。内面調整は、口縁部はヨヨナデ、体部はヘラナデである。

大 きさ 体部形状 最大径 遺物No(C) 点数

大型

器高25cm以上
1類 (体部球形 ) 4。 15。 19・ 22・ 77・ 102

2類 (体部長胴 ) 21・ 75

中型

器高18～25cm
1類 (体部球形 ) 54・ 57・ 84。 90

2類 (体部長胴 ) 1

3類 (口縁部直立 ) 1

/」 型ヽ

器高18cm以下

1類 (体部球形 ) 口縁部■体部 9・ 17・ 18・ 26
2類 (体部球形 ) 体部上半 8・ 83・ 123

3類 (体部偏平 ) 体部下半 1

4類 (回縁部直立 ) 体部 62・ 94

計

第 8表 土師器甕分類表



このほか、体部下半にタタキロを残す甕の破片がある。

霊

壷類は、その器高が18cmを境として、大型と小型のものに分けられる。大型のものは中型の

甕と判別が困難であるが、球形の体部最大径が頚部径の 2倍以上のもの、頚部が明瞭なものは

壺と設定することとし、単純に外反する口縁部のものは甕とした。

大型

1類 :複合口縁のもの。口縁部を折り返し、段を形成している。

外面調整は、口縁部はヨコナデで、頚部は不明である。

破片のため、器形は鉢となる可能性があるが、折り返し口縁部のものが 4点ある。

2類 :粘上を貼り付けて、回縁部に突帯状に段を付けているもの。

外面調整は、口縁部はヨヨナデである、内面調整は、口縁部はヨヨナデ、頚部にかけてはヘ

|      ラナデである。

3類 :体部から直立する頚部をもち、急に外反し、口縁部に続 くもの。

外面調整は、日縁部はヨコナデ、頚部にかけてヘラナデ、頚部にヘラミガキ、体部ヘラナデ

である。内面調整は、口縁部はヨヨナデ、頚部から体部にかけてはヘラナデである。

小型

図示できたものは5点ある。いずれもソロバン玉形の体部を呈し、口縁部は直線的ないし、

外反気味に外傾し、日端付近でやや直立する。底部は、丸底、平底、上げ底と様々である。外

面調整は、口縁部から頚部はヨヨナデ、ヘラミガキで、体部はヘラケズリ、ヘラナデが主で、

ヘラミガキ、ハケメもみられる。内面調整は、口縁部はヨヨナデ、口縁部から頚部はヨコナデ、

ヘラミガキで、体部はヘラナデである。

大きさ 遺物No 点 数

大型

1類 C-9+ (C-64・ 65・ 67・ 121)

2類 C-52・ 97

3類 C-16 1

小型 C-24・ 25。 33・ 34・ 50 5

計 9

第 9表 土師器壺分類表

甑

出土した観は、全形のわかる 3点 と体部下半の破片 1点の、 4点である (C23・ 58・ 75。 105)。



器高は20～25cmほ どで体部はやや長胴の砲弾形を呈し、回縁部は外反する。最大径は口縁部も

しくは体部中央にあってほば同じである。 4点 とも無底である。外面調整は、口縁部はヨヨナ

デ、体部上半はハケメもしくはヘラナデで、下半部はヘラケズリである。内面調整は、口縁部

はヨコナデ、体部下半にかけてヘラナデ、孔部はヘラケズリ、もしくはヘラナデで、底部から

体部に放射状にヘラミガキを施されるものもある (C105)。

2)ロ クロ土師器

邪

図示できたのは19点である。

高台の有無、調整技法、内面黒色処理の有無で分類すると次のようになる。

高台の有無 器面調整 大きさ 遺物番号 点  数

邪

内面 ヘ ラ ミガ

キ十内黒処理

大型 D-2・ 12・ 13・ 14・ 16。 (17)

/」 型ヽ D-1・ 8。 18。 20

内外面ロクロ調

整のみ

大型 D-9・ 10・ 19・ 21

浅い D-11 1

高台付邪

内面ヘラミガキ十内黒

処理・底部が高台より

も下がる

外面全面ヘラミ

ガキ

大型 D-15 1

外面ロクロ調整

のみ

小型 D-3・ 4・ 5

計 18(19)

第 10表 ロクロ土師器杯分類表

甕

図示できたのは 2点である。

ともにやや長胴の体部を有する甕である。

D7は、広口で器高との差が小さい。底部は回転糸切り無調整で、内外面の器面調整はロク
ロ調整である。

D6は、前述の甕よりもやや器高があり、内外面の器面調整はロクロ調整で、外面体部下半
にヘラケズリを施している。底部は不明である。

全形を図示できなかった資料のうち、体部外面にタタキロの施された甕の破片がある。



S11・ S12・ SD 7・ SD-12・ SK ll・ SX lな どから出土しており、格子状叩きの後、内面磨

消しを施したものである。

2.須恵器

不

図示できたものは SD 5出上の不 E-7の 1点だけである。不として図示したが、蓋である可

能性もあり、TK 208併行とみられる。金山窯産の可能性もある。

他にS110か ら出上した郷 (稜碗)E9と 、SD-2出上の回転糸切 り底のElがある。

高邪

図示できたものはSD 9出上のE-41点だけである。脚部に円窓と隆線が巡り、遠見塚出土

例に類似する。大蓮寺 I型式とみられるが、胎土は異なるようである。

甦

E5は、S11と S110から出上した破片で同一個体である。沈線が TK-216と は趣が異なり、

TK-208と みられる。

I層出上のE8は、TK 216である。

甕

SD-7出上のE2と S110出上の E-6は、薄手で口縁外部に隆線 と波状沈線が施されてお

り、回縁部につまみ出し隆線と沈線をもち、平行叩き目のあるE14(SD9・ SD12・ SXl出土)

は、内面調整の掻き目の変化 。釉のかかり具合・器厚の薄さから小型の横瓶の可能性があるが、

ともに奈良時代末から平安時代のものである。

多くの遺有蓋 (SK4・ SK5・ SXl・ S11・ S12・ S17・ S110・ SD7・ SD8・ SD9・ SD12・ SD23)か

ら出上しているE llは、典型的な大蓮寺窯跡出土甕と同じく、平行叩き
。内面磨消し調整を有

し、胎土は内外両面ともセピア色で、胎上がサンドイッチ状を呈するなど特徴が類似している

が、胎土中の白色粒子は大蓮寺窯跡出土品にはない点が指摘できる。時期的には大蓮寺窯跡併

行期とみたい。

E12(S16・ S18・ SD2・ SD7・ SXl出土)は器形が甕とみられるが、体部に釉がかかり、横

穴出土のフラスコ状瓶に類似している。



3.石製模造品

S12竪穴住居跡からは、石製模造品や管玉、小玉が大量にまとまって出土しており、祭祀に

強く関わる遺構とみられる。その出土一覧を次表■に示す。

第 II表 石製模造品一覧表

種

】」

遺構

石 製 模 造
口
ＨＨ

勾

玉

管

玉

/」ヽ

玉

円 板 形

石  材2    7L 単  孔 甦品(部分 未 製 品 単 孔 軽品(部分 未製品

大 中 /」ヽ 中 大 中 細身 太身

SI― ユ 3 1 ・20 2・ 4 2点

SI-2 7 5 。11 7・ 8・ 9・ 12==点 10a。 10b

SI-3 占
小

SI-5 δ 点 (大型)

S1 6

S1 7

SI-8 19・ 37

SD-2 ′8点

SD-6 望点

SD-7 7点

SD-9 ヱ点

SD-12 2点

SD-13

SX-1 28・ 40 θ点

I層 35。 38 36・ 49 Z2点

計 ヱθ Z ∂ ヱ θ 翠 F F 登録5+破片α点 Z 2 θ

数字は登aRI   イタリック体は出土数 (計)と 石材破片数



4.弥生土器

SK 9土坑 。S13竪穴住居跡からは、弥生土器がまとまって出上している。次表12に示す。

第 12表 弥生土器集計表

出 土 遺 構 登 録 遺 物 (B― ) 破片点数 出土総数

SI-1 5

SI-2 21・ 25。 41・ 55

SI-3

・６

４０

５．

９５

・５

３９

５０

９．

SI-5

SI-6 26・ 27

SI-7 5

SI-8 2

SI-9 66・ 88

SD-2 57・ 58・ 63・ 67・ 69。 74・ 76。 79・

80

SD-3 4

SD-6 62・ 70 4

SD-12 ユ 1

SK-8 11・ 20。 23

SK-9 1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6。 7・ 8・

9 ・ 10。 45・ 52・ 53・ 64・ 85 17

SX-1

I

層

7～ 10区 B～D区 1

11～ 14区
B～D区

E～G区 1

15～ 18区

B～D区 17・ 46・ 73・ 77・ 78。 81・ 92・ 94

E～G区

H～ I区 1

19～ 22区

B～D区
24・ 28・ 29・ 30・ 31・ 32・ 72・ 75・

86・ 87・ 97

E～G区 1

その他 83・ 84・ 96

計



Ⅶ。遺構の変遷

21次調査の遺構の変遷を、出土遺物、遺構の重複からみると、次の 5段階に大別でき、その

中でも2～ 3時期の小期に細分できる。

I(第一段階)    弥生時代中期 (桝形囲式期)

遺物は多く出上しているが、最も弥生土器を出土するSK 9土坑からは土師器 も出上してお

り、弥生時代の遺構を特定することはできなかった。

H(第二段階) Ha 古墳時代前期 (塩釜式期)

複合口縁壺や円な脚をもつ高邪など、塩釜式期の遺物も出土しているが、この時期の遺構を

特定することはできなかった。

Hb 古墳時代中期 (南小泉式期～引田・住社式期 )

7軒の竪穴住居跡がある。直接的な重複はS15と S卜6の一個所だけであるが、住居の方向

や規模、炉の形態から、より細分化できるものと考えられる。

S12か らは、一括土器や祭祀遺物である石製模造品、瑳化木の出上があり、高郭を全 く出土

しないことが特徴的である。S13は、高不の出上が日立つ。S17の赤彩不は、放射状 ミガキが

施されている。

III(第二段階) Ⅲa 平安時代中期

内黒ロクロ土師器不を出土するSD 6があり、清の途切れ部分は「屋敷地」の「入口」であろ

うか。

Ⅲb 平安時代後期

高台付のロクロ土師器邦が特徴的な SD 2は、「屋敷地」の鬼門に当たる方角のコーナー部か

ら馬歯を出土しており、ma期の屋敷地の規模が拡大したものと考えられる。円窓をもつ脚部

や放射状ミガキの邪部をもつ古墳時代の高不や、石製品も出上しているが、遺物はロクロ土師

器が中心で、高台付不とロクロ調整後外面をヘラケズリする甕が特徴的である。これまでの調

査で最大の平瓦が出土している。

調査区東部の清跡群 (SD 9。 10・ 12・ 13・ 23)は、南北方向で、比較的深く、堆積土中に灰

白火山灰が混入する。平安時代のロクロ甕を出土する。

SK 7土坑はSK 6に切られ、炭化物や焼土を検出している。

Ⅲ b′平安時代後期

やや北偏する東西方向の小溝状遺構群 (SD 14・ 15。 16・ 17)は畑痕であろう。



Ⅲ b〃平安時代後期

東西方向の小溝状の遺構群 (SD-18・ 19。 20・ 21)である。

このほか、詳細な時期は不明であるが、古代に属する遺構として、Ⅲ b″の溝群を切る SD-22

や、SK 12に切られるSD-8がある。

IV(第四段階) Ⅳ a 鎌倉時代前期 ?

S110竪穴遺構がある。SI-1と 遺構プランが類似しており、中世に分類したが、詳細は不明

である。

SI-1の底面で検出した SB l掘立柱建物跡も、詳細は不明である。

Ⅳ a′鎌倉時代後期

12～13世紀の龍泉窯系青磁を出土する遺構である。SI-1か らは劃花文碗、S14か らは劃花文

皿を出土する。

Ⅳ b 南北朝～室町時代

SD 7清跡からは、■c以降の特徴を有す灰釉陶器長頚瓶 117、 12～ 13世紀の常滑奏 19、

13～ 14世紀の白石窯系甕 110を出上している。

SA l柱穴列からは、還元炎焼成から酸化炎焼成への傾向となる13世紀前半の常滑高台付鉢 I

―■、体部に叩き痕のある13～ 14世紀の白石窯系甕 112、 在地系の甕 113・ 14を 出土している。

V(第五段階) Va 江戸時代

SK 2・ 5土坑がある。磁器を出上しており、SI-1を切っている。

Vb 江戸時代以降

SK 3がある。 Ib層下部からの掘り込みである。

このほか、詳細な時期は不明であるが、SD 3・ 4・ 5がある。



Ⅷ。まとめ

南小泉遺跡第21次調査では、次のことが判明した。

1)古墳時代中期、南小泉式期から引田・住社式期の竪穴住居跡 7軒を検出した。

2)平安時代の溝跡、小溝状遺構群を検出した。

3)鎌倉時代から室町時代にかけての掘立柱建物跡 1棟、柱穴列 1列、竪穴遺構 3基、溝跡

1条を検出した。

4)弥生時代の遺構は不明であるが、弥生土器、石器を出上した。
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写真 1遺 跡 航 空 写真



写真 2調査区全景 (調査前 。東より)

(東 よ り )写真 3調 査 区全 景



写真4調査区西半部 (北東より)

写真5 SA-1柱穴列 西 1柱穴 (東より) 写真 6 SA-1柱穴列 西 1柱穴断面 (南より)

写真 7 SA-1柱穴列 西 2柱穴 (西より) 写真 8 SA-1柱穴列 西 2柱穴断面 (南より)



写真 9 SA l柱穴列 西 3柱穴 (西より) 写真10 SA l柱穴列 西 3柱穴断面 (南より)
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写真1l SI-2竪 穴 住 居 跡 (北 西 よ り )

写真12S卜 2竪穴住居跡遺物出土状況 (西より) 写真13S卜 2竪穴住居跡土師器
小型壺 (C-33)出 土状況 (東より)



写真14 SI-2竪穴住居跡遺物出土状況 (南西より) 写真15 SI-2竪穴住居跡遺物出土状況 (東より)
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写真17 SI-2・ 8竪穴住居跡・ SK-16土坑
断面 (南より)

写真16 SI-2竪穴住居跡菅玉 (K-14)

出土状況 (西より)

写真18 SI-3竪穴住居跡 (北西より)



写真19 SI-3竪穴住居跡南東部遺物出土状況(西より) 写真20 SI-3竪穴住居跡柱穴 1遺物出土状況 (東より)

写真22 SI-3竪穴住居跡柱穴 2遺物出土状況 (西より)
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写真21 SI-3竪穴住居跡柱穴 2検出状況 (西より)

写真23 SI-3竪穴住居跡 (西より)
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写真25 SI-7竪穴住居跡 (東より)

写真26 SI-7竪穴住居跡 土師器郵 (C-1)

(赤彩)出土状況 (西より)



写真28

SI-9竪穴住居跡 (西より)

一」

写真29S卜 1竪穴遺構検出状況 (西より)
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鍵遠写真30

調査区東部 (北より)

写真31

SI-4竪穴遺構

(北より)

写真32

S14竪穴遺構断面
(西より)
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写真33

調査区西半部SD-2

溝跡検出状況

(東より)

写真34

SD-2溝跡西半部
(東より)

写真35

調査区北 トレンチ

SD-3・ 4溝 i亦

(西より)
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写真37 SD-7溝跡断面 (南より)

写真38 SD―フ溝跡 (北より)
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写真39

SD-9。 10溝跡断面

(南より)

写真40

SD-9・ 12溝跡合流部
断面●しより)

写真41

SD-12溝跡断面
(北より)



写真42

SD-23溝跡断面
(南より)

写真43

SD-23溝跡断面

(調査区南東角・

耳しより)

写真44

SX-1性格不明
遺構断面

(西より)
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写真45

調査区北西 トレンチ

全景 (SK-1土坑・

東より)

写真46

SK-1土坑断面

(南より)

写真47

SK-2二上坑

(南より)
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イ将写真48

SK-2土坑・SD-9

・ 10溝跡断面

(南より)

写真49

SK-4土坑遺物
出土状況 (西より)

写真50

SK-4:上坑

(南より)
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写真51

SK-5 L坑

(東より)

写真52

SK-5土坑断面

(東より)

写真53

SK-6土坑完掘・
SK-7土坑検出状況
(東より)



写真54

SK-6・ 7:上坑

(東より)

写真55

S昨 6土坑断面
(東より)

写真56

SK-7土坑断面

(北より)
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写真57

SK-8:上坑

(1しより)

写真59

SK-12土坑断面

(南より)



写真60

SK-17:上坑

(南より)

写真61

B-19区 遺物・礫

出土状況 (北より)

写真62

D-9区 遺物出土

状況 (】しより)
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写真63

D-22区 遺物出土状況

(西より)

写真64

体験学習事前指導風景

写真65

体験学習風景
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写真71遺 物 写 真 (6)
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写真73遺 物 写 真 (8)
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写真74遺 物 写 真 (9)
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